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SUMMARY

This article is based on a study of the original text of Atago no honchi［The Origin of Atago］
an old joruri （dramatic narrative drama） published in the early modern period. It is based on 
the fifth edition of the Kojoruri shohon shusei, revised by Yokoyama Shigeru. The first three of 
the six sections are included.

According to the early joruri play Atago no honchi［The Origin of Atago］a Baekje general 
named Nichira, who came to Japan from Korea to serve as a tutor for Prince Shotoku. After 
demonstrating his divine powers and battling with Tengu and the Baekje army, he entered Mt. 
Atago, and was enshrined as the tutelary god. This rather far-fetched tale reflects the belief 
prevalent in the early modern period that the Atago gongen or tutelary god was the incarnation 
of Nichira. There is also a reference to the belief in fire prevention called“hibuse”, a ceremony 
performed by Yamabushi （mountain priests） that continues to this day.

According to the Nihon shoki （Chronicles of Japan）, Nichira was an official of the Baekje 
Kingdom who came to Japan in the 6th century at the invitation of Emperor Bidatsu, but was 
assassinated by the Baekje officials who accompanied him.  However, from an early stage, he 
was mentioned in the biography of Prince Shotoku from and came to be understood as a high 
priest of Baekje and a teacher of Prince Shotoku.

This work is based on elements from the Nihon shoki and legends about the origin of Mt. 
Atago, and provides an interesting example of the reception and transmission of narratives 
from the medieval to the early modern period. The contents of the book shed light on the 
practices of Atago worship in the early modern period as well as the reception of medieval 
narratives. A close reading of this text reveals the dynamics of the transmission of this rich 
tradition of narratives from the medieval to the early modern period.

The contents of the annotations are the outcome of a study group organized by the author at 
Kyoto Seika University as part of his research project for a Japan Society for the Promotion of 
Science

研究ノート

A Reading the Old Joruri Play, Atago no Honchi 
[The Origin of Atago]
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古浄瑠璃「あたごの本地」を読む

　
従
来
の
研
究
で
日
羅
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
、
天
狗
説
話
に
つ
い
て
は
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
二
話
「
震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
、
渡
此
朝
語
」、
謡
曲
『
善
界
』*6
、
愛

宕
山
縁
起 

*7

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に『
善
界
』の
出
典
で
あ
る
絵
巻『
是

害
房
絵
』*8
、『
槻
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
絵
巻
』*9
、
謡
曲
『
愛
宕
空
也
』*10

な
ど
の
影
響
も

大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
日
羅
が
大
猪
を
乗
り
こ
な
す
場
面
は
、
勝
軍
地
蔵
が
猪
に
乗
る
造

形
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
が
、『
曾
我
物
語
』
で
新
田
忠
常
が
猪
に
飛
び
乗
る
場
面
な
ど
も
響
い

て
い
よ
う
。
ほ
か
に
も
種
々
の
説
話
伝
承
が
輻
輳
し
て
入
り
込
ん
で
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
の
説
話
受
容
の
実
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　
な
お
、
い
わ
ゆ
る
お
伽
草
子
『
愛
宕
地
蔵
の
本
地
』
も
伝
本
に
よ
っ
て
「
愛
宕
の
本
地
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

収
載
の
四
点
は
す
べ
て
『
愛
宕
地
蔵
の
本
地
』
伝
本
で
あ
る
。
し
か
し
若
月
氏
も
指
摘
す
る
と

お
り
内
容
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
り
、
こ
の
違
い
は
愛
宕
信
仰
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
変
遷 

*11

に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
概
説
し
て
き
た
よ
う
に
本
作
は
、
内
容
面
で
の
面
白
さ
に
加
え
、
中
世
か
ら
変
化
し
た
近
世

初
期
の
愛
宕
信
仰
の
実
態
や
、
中
世
説
話
の
受
容
を
示
し
て
い
る
。
本
文
の
詳
し
い
分
析
に
よ

り
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
豊
か
な
説
話
伝
承
の
動
態
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

　
注
釈
の
内
容
は
、
筆
者
が
二
〇
一
八
年
度
に
採
択
さ
れ
た
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

PD
の
研
究
課
題
「
縁
起･

地
誌･

俳
書
を
め
ぐ
る
天
狗
説
話
の
受
容
と
展
開
」
の
一
環
と
し
て
、

京
都
精
華
大
学
に
お
い
て
輪
読
会
を
主
催
し
た
成
果
で
あ
る
。
研
究
会
に
は
堤
邦
彦
氏
、
橋

本
章
彦
氏
、
加
美
甲
多
氏
、
門
脇
大
氏
、
八
木
智
生
氏
ら
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

二
〇
一
九
年
八
月
一
八
日
に
は
「
今
昔
の
会
」
に
お
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、
小
峯
和
明
氏
、

松
本
真
輔
氏
ら
か
ら
助
言
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
し
た
い
。

あ
た
ご
の
本
地 

*12

［
目
　
次
］

一
、
日
ら 

*13

、
正聖

徳
と
く
太
子 

*14

と
、
軍
物
か
た
り
の
事

一
、
日
ら
、
か
桂

男

つ
ら
お
の
こ
、
た退

治
い
ち
の
事

一
、
は
百

済

く
さ
い
よ
り
軍
兵
波
り
な難

波
ん
ば
の
う浦ら
合
戦

一
、
日
ら
、
清
滝
川
に
て
龍
を
し
た
が
へ
給
ふ
事

一
、
大
龍
、
り竜

女
う
女
ニ
な
り
、
た
き
を
つ
た
ふ
事

一
、
い
の
し
ヽ
日
ら
を
お
い
、
其
く功

徳
と
く
に
天
上
ス
ル
事

一
、
天
ぐ
共
あ
ま
た
あ
ら
は
れ
、
火
を
出
す
事

一
、
日
ら
の
身
よ
り
ひ
か
り
立
、
天
く
の
火
消
ル
事

一
、
大
た
う
の
せ
が
い
ほ
う
、
日
ら
と
あ
ら
そ
ふ
事

一
、
天
ぐ
、
岩
を
た
ゝ
き
水
を
出
シ
雪
の
山
ニ
ス
ル
事

一
、
日
ら
亀
ヲ
ニ
つ
山
に
し
、
い
せ
た
ん
ば
の
か
め
山
の
事

一
、
天
ぐ
、
く雲も
に
か
け
は
し
の
事

一
、
日
ら
、
は
し
の
ぎ擬

宝

珠

ぼ
う
し
は
じ
め
給
ふ
事

一
、
日
ら
、
あ朝

日
さ
日
を
み
な
み
よ
り
出
ス
事

一
、
同
あ
さ
日
山
の
ゆ由

来
ら
い
の
事

一
、
四
方
の
名
所
見
物
、
同
天天

狗

揃

へ

ぐ
そ
ろ
へ
の
事

一
、
日
ら
、
天
ぐ
共
ニ
し守

護
ゆ
ご
せ
ら
れ
、
い岩

屋
わ
や
入
之
事

一
、
龍
神
、
り
龍

灯

う
と
う
ヲ
さ
ゝ
け
給
ふ
事

一
、
正聖

徳
と
く
太
子
、
日
ら
と
わ
か
れ
給
ふ
事

一
、
り
龍

宮

う
ぐ
う
の
あ阿

修

羅

し
ゆ
ら
、
日
ら
へ
か加

勢
せ
い
の
事

一
、
し死

ゝ
た
る
日
ら
、
つ塚か
よ
り
あ
ら
は
る
ゝ
事

一
、
い
生

不

動

き
ふ
ど
う
、
こ金

迦

羅

制

多

迦

ん
が
ら
せ
い
高
、
か
降

参

う
さ
ん
の
事

一
、
日
ら
、
い
ぬ
を
ふ不

動
ど
う
の
つ
か
は
し
め
二
渡
事

一
、
日
ら
精
軍
、
あ
た
ご
大
ご
権

現

ん
げ
ん
と
あ
ら
は
る
ゝ
事

一
、
正聖

徳
と
く
太
子
、
や
社し
ろ
こ
建

立

ん
り
う
の
事

一
、
六
月
廿
四
日
、
こ
権

現

ん
げ
ん
み
宮

遷

り

や
う
つ
り
の
事

一
、
ふ不

動
ど
う
、
こ
ん
が
ら
せ
い
高
、
日
本
の
神
と
成
殊

一
、
あ
た
ご
の
神
火
ぶ
せ
の
神
と
申
ゆ
ら
い
の
事
　
　
」（
表
見
返
）

京都精華大学紀要　第五十四号

　
本
稿
は
、古
浄
瑠
璃
「
あ
た
ご
の
本
地
」
本
文
研
究
の
端
緒
と
し
て
本
文
の
精
読
を
目
指
し
、

本
文
に
漢
字
を
宛
て
、注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
六
段
の
う
ち
一
～
三
段
を
掲
載
す
る
。

本
文
は
横
山
重
校
訂
『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
成
』
五
（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
）
を
用
い
た
。
固

有
名
詞
に
は
傍
線
　
　
を
ふ
し
た
。

　『
古
浄
瑠
璃
正
本
集
成
』
解
題
を
参
照
す
る
と
底
本
は
六
段
、
寛
文
期
の
も
の
と
思
わ
れ
、

刊
記
に
「
右
者
太
夫
直
之
正
本
也
、
は
ん
木
や
彦
右
衛
門
板
」、「
天
下
一
丹
波
少
掾
平
正
信
」

と
あ
る
。
梗
概
を
示
す
。

一
、
聖
徳
太
子
の
教
育
係
と
し
て
百
済
か
ら
日
羅
将
軍
が
招
か
れ
る
。
月
が
二
つ
出
た
と
い

う
の
で
日
羅
が
一
つ
を
射
落
と
す
と
、
白
鬼
と
な
っ
て
自
ら
月
の
桂
男
を
名
乗
る
。
首
を

打
つ
と
三
足
の
兎
と
な
る
。

二
、
日
羅
将
軍
を
連
れ
帰
る
た
め
百
済
か
ら
軍
勢
が
来
る
。
難
波
の
浦
で
合
戦
と
な
る
が
、

日
羅
は
百
人
を
も
っ
て
敵
を
退
け
る
。

三
、
日
羅
は
一
度
隠
れ
る
た
め
愛
宕
山
に
登
る
。
滝
で
龍
に
会
っ
て
こ
れ
を
従
え
る
と
、
女

の
姿
と
な
っ
て
成
仏
す
る
。
日
羅
は
滝
の
上
に
水
神
宮
を
建
て
る
。
日
羅
が
さ
ら
に
登
る

と
大
猪
が
襲
っ
て
く
る
。
日
羅
が
そ
れ
に
乗
る
と
、
猪
は
天
竺
は
く
そ
ん
王
の
転
生
で
、

日
羅
を
乗
せ
た
功
徳
で
成
仏
し
た
と
言
う
。
た
ち
ま
ち
雷
電
と
ど
ろ
き
、
天
狗
の
火
が
と

も
る
が
日
羅
の
肩
か
ら
光
が
発
し
鎮
火
す
る
。
大
天
狗
が
あ
ら
わ
れ
日
羅
と
格
闘
、
組
み

敷
か
れ
た
大
天
狗
は
是
害
坊
と
名
乗
っ
て
降
参
し
、
守
護
を
約
束
す
る
。

四
、
日
羅
と
是
害
が
秘
術
を
応
酬
す
る
。
愛
宕
山
か
ら
国
見
、
名
所
揃
え
、
天
狗
揃
え
。

五
、
難
波
に
帰
っ
た
日
羅
の
も
と
に
、
百
済
王
が
日
羅
の
妻
子
を
殺
し
た
と
の
知
ら
せ
が
入

る
。
日
羅
は
絶
食
し
死
を
祈
る
。
聖
徳
太
子
が
見
舞
う
と
日
羅
は
愛
宕
峰
の
岩
櫃
に
入
っ

て
入
定
し
王
法
仏
法
を
守
護
す
る
愛
宕
権
現
と
な
る
と
宣
す
る
。
物
部
守
屋
が
仏
法
を
す

す
め
る
こ
と
を
難
ず
る
と
蘇
我
馬
子
が
怒
っ
て
斬
り
か
か
る
。
是
害
坊
が
馬
子
を
助
け
、

守
屋
が
切
ら
れ
る
。
日
羅
が
死
ぬ
。

六
、
日
羅
の
死
が
百
済
に
伝
わ
り
、
軍
勢
が
押
し
寄
せ
る
。
是
害
坊
率
い
る
天
狗
、
阿
修
羅

が
百
済
軍
を
斥
け
る
。
百
済
王
は
生
不
動
、
二
童
子
に
助
け
を
求
め
る
。
是
害
坊
が
敗
れ

る
と
、
日
羅
の
霊
が
あ
ら
わ
れ
、
不
動
を
降
す
。
聖
徳
太
子
は
日
羅
を
愛
宕
地
蔵
権
現
と

し
て
祭
る
。

　
一
読
の
と
お
り
、
百
済
の
「
日
羅
将
軍
」
が
来
日
し
て
聖
徳
太
子
の
師
と
な
り
、
天
狗
や
本

国
の
百
済
軍
と
争
う
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
活
劇
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
若
月
保
治
『
古
浄
瑠

璃
の
研
究
』*1
は
、「
日
本
の
神
国
た
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
意
図
に
作
為
が
お
か
れ

て
ゐ
る
」「
殊
に
機
巧
や
糸
操
を
自
由
自
在
に
用
ひ
て
、
全
く
機
巧
本
位
の
作
で
あ
る
」
と
ま

と
め
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
ア
ン
ヌ
・
マ
リ 

プ
ッ
シ
ィ
は
日
羅
と
天
狗
の
述
比
べ
の
場
面
な
ど
を
ふ
ま
え

て
「
山
伏
性
」
を
物
語
る
、
山
岳
信
仰
を
反
映
し
た
唱
導
物
語
と
位
置
づ
け
る 

*2

。
し
か
し

全
体
に
は
若
月
氏
の
分
析
に
あ
る
よ
う
に
金
平
浄
瑠
璃
な
ど
に
近
く
、
創
作
性
の
高
い
、
寛
文

期
ら
し
い
作
品
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

　
物
語
の
主
役
で
あ
る
日
羅
は
六
世
紀
、
百
済
の
官
人
。『
日
本
書
紀
』
の
そ
の
名
が
見
え
、

敏
達
天
皇
十
二
年
（
五
八
三
）
七
月
に
来
日
し
国
策
を
献
じ
た
が
、
同
行
の
百
済
人
ら
に
暗
殺

さ
れ
、
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
。
大
伴
氏
配
下
の
武
人
で
百
済
の
国
情
を
漏
洩
し
た
た
め
暗
殺
さ

れ
た
か
と
い
わ
れ
る
が
、
は
や
い
段
階
か
ら
聖
徳
太
子
伝
に
組
み
込
ま
れ
、
百
済
の
高
僧
で
太

子
の
師
で
あ
っ
た
な
ど
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

*3

。

　
本
作
で
は
日
羅
は
武
略
に
通
じ
た
将
軍
で
、
愛
宕
山
で
入
定
し
愛
宕
権
現
と
な
る
。
愛
宕
権

現
を
日
羅
の
後
身
と
す
る
説
は
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』*4
や
羌
沆
『
看
羊
録
』*5
に
見
ら
れ
、

中
世
末
期
に
か
な
り
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
愛
宕
が
勝
軍
地
蔵
と
し
て
戦
国
武
将
の

信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
本
作
に
は
現
在
に
続
く
火
伏
の
信
仰

に
関
す
る
言
及
も
あ
る
。

久
留
島
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古
浄
瑠
璃
「
あ
た
ご
の
本
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」
を
読
む
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古浄瑠璃「あたごの本地」を読む

　
従
来
の
研
究
で
日
羅
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
十
、
天
狗
説
話
に
つ
い
て
は
『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
二
話
「
震
旦
天
狗
智
羅
永
寿
、
渡
此
朝
語
」、
謡
曲
『
善
界
』*6
、
愛

宕
山
縁
起 
*7

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に『
善
界
』の
出
典
で
あ
る
絵
巻『
是

害
房
絵
』*8
、『
槻
峯
寺
建
立
修
行
縁
起
絵
巻
』*9
、
謡
曲
『
愛
宕
空
也
』*10

な
ど
の
影
響
も

大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
日
羅
が
大
猪
を
乗
り
こ
な
す
場
面
は
、
勝
軍
地
蔵
が
猪
に
乗
る
造

形
を
ふ
ま
え
た
も
の
だ
が
、『
曾
我
物
語
』
で
新
田
忠
常
が
猪
に
飛
び
乗
る
場
面
な
ど
も
響
い

て
い
よ
う
。
ほ
か
に
も
種
々
の
説
話
伝
承
が
輻
輳
し
て
入
り
込
ん
で
お
り
、
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
の
説
話
受
容
の
実
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　
な
お
、
い
わ
ゆ
る
お
伽
草
子
『
愛
宕
地
蔵
の
本
地
』
も
伝
本
に
よ
っ
て
「
愛
宕
の
本
地
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
提
供
の
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

収
載
の
四
点
は
す
べ
て
『
愛
宕
地
蔵
の
本
地
』
伝
本
で
あ
る
。
し
か
し
若
月
氏
も
指
摘
す
る
と

お
り
内
容
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
り
、
こ
の
違
い
は
愛
宕
信
仰
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
変
遷 

*11

に
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
概
説
し
て
き
た
よ
う
に
本
作
は
、
内
容
面
で
の
面
白
さ
に
加
え
、
中
世
か
ら
変
化
し
た
近
世

初
期
の
愛
宕
信
仰
の
実
態
や
、
中
世
説
話
の
受
容
を
示
し
て
い
る
。
本
文
の
詳
し
い
分
析
に
よ

り
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
豊
か
な
説
話
伝
承
の
動
態
が
明
ら
か
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。

　
注
釈
の
内
容
は
、
筆
者
が
二
〇
一
八
年
度
に
採
択
さ
れ
た
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

PD
の
研
究
課
題
「
縁
起･

地
誌･

俳
書
を
め
ぐ
る
天
狗
説
話
の
受
容
と
展
開
」
の
一
環
と
し
て
、

京
都
精
華
大
学
に
お
い
て
輪
読
会
を
主
催
し
た
成
果
で
あ
る
。
研
究
会
に
は
堤
邦
彦
氏
、
橋

本
章
彦
氏
、
加
美
甲
多
氏
、
門
脇
大
氏
、
八
木
智
生
氏
ら
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

二
〇
一
九
年
八
月
一
八
日
に
は
「
今
昔
の
会
」
に
お
い
て
研
究
発
表
を
行
い
、
小
峯
和
明
氏
、

松
本
真
輔
氏
ら
か
ら
助
言
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
し
た
い
。

あ
た
ご
の
本
地 
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、
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、
正聖

徳
と
く
太
子 
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と
、
軍
物
か
た
り
の
事

一
、
日
ら
、
か
桂

男

つ
ら
お
の
こ
、
た退

治
い
ち
の
事

一
、
は
百

済

く
さ
い
よ
り
軍
兵
波
り
な難

波
ん
ば
の
う浦ら
合
戦

一
、
日
ら
、
清
滝
川
に
て
龍
を
し
た
が
へ
給
ふ
事

一
、
大
龍
、
り竜

女
う
女
ニ
な
り
、
た
き
を
つ
た
ふ
事

一
、
い
の
し
ヽ
日
ら
を
お
い
、
其
く功

徳
と
く
に
天
上
ス
ル
事

一
、
天
ぐ
共
あ
ま
た
あ
ら
は
れ
、
火
を
出
す
事

一
、
日
ら
の
身
よ
り
ひ
か
り
立
、
天
く
の
火
消
ル
事

一
、
大
た
う
の
せ
が
い
ほ
う
、
日
ら
と
あ
ら
そ
ふ
事

一
、
天
ぐ
、
岩
を
た
ゝ
き
水
を
出
シ
雪
の
山
ニ
ス
ル
事

一
、
日
ら
亀
ヲ
ニ
つ
山
に
し
、
い
せ
た
ん
ば
の
か
め
山
の
事

一
、
天
ぐ
、
く雲も
に
か
け
は
し
の
事

一
、
日
ら
、
は
し
の
ぎ擬

宝

珠

ぼ
う
し
は
じ
め
給
ふ
事

一
、
日
ら
、
あ朝

日
さ
日
を
み
な
み
よ
り
出
ス
事

一
、
同
あ
さ
日
山
の
ゆ由

来
ら
い
の
事

一
、
四
方
の
名
所
見
物
、
同
天天

狗

揃

へ

ぐ
そ
ろ
へ
の
事

一
、
日
ら
、
天
ぐ
共
ニ
し守

護
ゆ
ご
せ
ら
れ
、
い岩

屋
わ
や
入
之
事

一
、
龍
神
、
り
龍

灯

う
と
う
ヲ
さ
ゝ
け
給
ふ
事

一
、
正聖

徳
と
く
太
子
、
日
ら
と
わ
か
れ
給
ふ
事

一
、
り
龍

宮

う
ぐ
う
の
あ阿

修

羅

し
ゆ
ら
、
日
ら
へ
か加

勢
せ
い
の
事

一
、
し死

ゝ
た
る
日
ら
、
つ塚か
よ
り
あ
ら
は
る
ゝ
事

一
、
い
生

不

動

き
ふ
ど
う
、
こ金

迦

羅

制

多

迦

ん
が
ら
せ
い
高
、
か
降

参

う
さ
ん
の
事

一
、
日
ら
、
い
ぬ
を
ふ不

動
ど
う
の
つ
か
は
し
め
二
渡
事

一
、
日
ら
精
軍
、
あ
た
ご
大
ご
権

現

ん
げ
ん
と
あ
ら
は
る
ゝ
事

一
、
正聖

徳
と
く
太
子
、
や
社し
ろ
こ
建

立

ん
り
う
の
事

一
、
六
月
廿
四
日
、
こ
権

現

ん
げ
ん
み
宮

遷

り

や
う
つ
り
の
事

一
、
ふ不

動
ど
う
、
こ
ん
が
ら
せ
い
高
、
日
本
の
神
と
成
殊

一
、
あ
た
ご
の
神
火
ぶ
せ
の
神
と
申
ゆ
ら
い
の
事
　
　
」（
表
見
返
）
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出
給
へ
は
、
つ妻ま
や
子
共
は
、
い
ま
し
ば
し
と
、
す
か
り
つ
か
ん
、
引
き
と
ヽ
め
ん
と
、
し
け

れ
共
、人
ゝ
へ
だ
た
り
、日日
羅ら
を
は
、む迎か
い
の
舟
に
の
せ
申
、わ我
がか
て朝う
さ
し
て
ぞ
を
し
出
す
。

是
は
扨
置
、
だ内

裏
い
り
に
は
、
く
公

卿

ぎ
や
う
大
臣
、
召
あ
つ
め
、
日日
羅ら
か
む迎か
い
に
、
つ
か
わ
し

た
る
、
お
押

勝

し
か
つ
、
は羽

嶋
し
ま
両
人
は
、
な
に
と
て
き帰

朝
て
う
、
ゑ
延

引

ん
に
ん 

*27

そ
や
、
に日

羅
ち
ら

が
、
ち遅

怠
た
い
に
及
け
る
か
、
は
百

済

く
さ
い
王
か
、
お
し
と
む
る
か
、
ふ不

し思
議き
さ
よ
と
有
所

へ
、
は羽

嶋
し
ま
、
お
押

勝

し
か
つ
、
き帰

朝
て
う
し
て
、
す
く
に
さ
参

内

ん
だ
い
仕
り
、
せ宣

旨
ん
し
に
、
ま
か
せ

て
、
は
百

済

く
さ
い
よ
り
、
日日
羅ら
を
、
と
も
な
い
参
り
候
、
つ
れ
て
さ
参

内

ん
だ
い
仕
り
候
は
ん
や
と
、

く
関

白

わ
ん
ぱ
く
天
下
へ
う
か
ヽ
い
申
。

う内ち
よ
り
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、
さ
参

内

ん
た
い
さ
せ
よ
、
去
な
か
ら
、
日日
羅ら
が
心
を
、
御御

覧
ら
ん
せ
ん
た

め
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
を
召
出
さ
れ
、
お同

じ
な
し
比こ
ろ

な
る
、
ど童

子
う
し
あ
ま
た
に
、
お同

じ
な
し
い色ろ
な

る
、
い
衣

装

し
や
う
を
き
せ
、
し
紫

宸

殿

ヽ
ん
で
ん
に
、
お
か
せ
給
ふ 

*28

。

　
か
く
し
て
の
ち
に
、
日日
羅ら

ま
い
り
、
御帝門
の
御
礼
お
は
つ
て
後
、
日日
羅ら

太
子
を
見
奉
り
、「
あ

れ
な
る
少
人
は
、
ぢ自
余よ
の
ど童

子
う
し
に
、
ま交

へ
し
へ
へ
か
ら
す
。
御
そ
相

好

う
こ
う
を
見
奉
る
に
、
た
ヽ

人
に
て
、
ま
し
ま
さ
ず
。
き
敬

礼

や
う
ら
い
、
ぐ救
世せ
く
観

世

音

わ
ん
ぜ
お
ん
で
伝

灯

ん
と
う
、
此
と
東

方

う
ぼ
う
、

そ
粟

散

く
さ
ん
国
へ
げ現ん
じ
給
ふ
の
有有

難
か
た
さ
よ
、
お
の
〳
〵
（
３
オ
）
お拝が
ま
せ
給
へ
や
」
と
、

お
し
つ
お起

き
つ
、
三三

拝
ぱ
い
す
、
君
も
臣
下
も
も
ろ
共
に
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
は
、
ぶ
仏

菩

薩

つ
ば
さ
つ

の
、
へ変

作
ん
さ
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
と
、
お
の
〳
〵
は拝い
し
申
さ
る
ゝ
。

内
よ
り
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、「
ち
朕

ん
は
本
よ
り
、
あ
天

照

ま
て
ら
す
御
神
の
そ
尊

ん
王
に
て
、

と
冨

の

小

川

み
の
お
が
は
の
、
な流が
れ
を
し
た
い
、
あ安

積
さ
か
山
の
跡
を
ふ
ん
で
、
し
敷

島

き
し
ま
の
道
に
入
、

た
ま
に
も
弓
矢
の
、
道
を
き
か
ず
、
若も
し

も
諸
国
に
、
ら乱ん
お起こ
ら
は
、
よ
せ
て
し鎮

む
つ
む
べ
き
物

が
語た
り
、
き
か
ま
は
し
や
」
と
、
せ宣

旨
ん
じ
成
。

日日
羅ら

ち
勅

定

よ
く
て
う
承
り
、「
若も
し

け賢

王
ん
王
に
ま
し
〳
〵
て
、
た民み
を
め
ぐ
ま
せ
給
は
ん
に
、
た誰れ

か
は
や野

心
し
ん
の
ぞ存ん
す
へ
き
、
も
し
も
や野

心
し
ん
の
候
は
ヽ
、
な
つ
け
て
か彼れ
か
、
り利

に
ふ
く
し
、

あ仇た
を
お恩ん
に
て
、
ほ報う
ぜ
さ
せ
給
は
ん
こ
そ
、
道
の
み
ち
た
る
と
き
な
る
へ
し
。
わ
禍ざわ
い

は
、
下
よ
り
お
こ
ら
ず
、
上
台
人
の
心
に
有
、
一
人
ま誠事
あ
れ
は
、
一
家
ま誠事
有
、
一
け家

ま誠事

あ
れ
は
、
一
郡
ま誠事
有
、
一
ぐ郡ん
ま誠事
あ
れ
は
、
一
国
ま誠事
有
、
一
国
ま誠事
あ
れ
は
、
天
下
み

な
ま誠事
有
。
す住

め
る
中
に
、
に濁ご
る
も
の
有
、
兵
を
お起こ
し
候
は
ヽ
、
日
本
に
兵つ
は
もの
共
、
さ
こ

そ
は
お
ほ
く
候
は
ん
つ
れ
共
、
日日
羅ら

に
、
せ宣

旨
ん
じ
給
は
れ
か
し
。
山
山

城

じ
や
う
な
ら
ば
、
ふ
麓も

と

よ
り
、
た谷に
を
も
岩
を
も
、
て
鉄

壁

つ
へ
き
を
も
、
は
り
く崩

し
つ
し
〳
〵
、
さ
ん
じ
に
や破

り
ふ
り
候
へ
し
。

平
城
な
ら
は
、
か
さ
よ
り
取
か
け
、
た高

嶺
か
ね
の
さ澤は
水
、
さ山

河
ん
か
の
な
が
れ
を
切
て
し
か
け
、

水
に
お溺

れ
ぼ
れ
て
た
ゞ
よ
ふ
を
、
か
鎌

熊

手

ま
く
ま
て
に
て
引
よ
せ
て
、
き
り
な
か
し
候
は
ヽ
、
や弥

生
よ
ひ

な
か
ば
の
は
浜

遊

び

ま
あ
そ
び
、
れ
う
す
な
取
よ
り
、
お
も
し
ろ
か
ら
ん
」
と
、
い
さ
む
心
に
身
を
わ

す
れ
、
お躍

り
と
り
上
て
申
け
る
。

内
に
も
御御

感
か
ん
、
な
ゝ
め
な
ら
ず
、
重
て
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、「
三三

韓
か
ん
の
輩
は
、
よ
く
日

本
に
し
従

ふ

た
が
ふ
か
、
へ
変

心

ん
し
ん
も
あ
ら
ん
や
」
と
御
た尋

ね
つ
ね
、
く
た
り
け
れ
は
日日
羅ら
が
、

ち
直

答

よ
く
と
う
に
、「
し
神

功

皇

后

ん
く
う
く
は
う
ご
う
、
わ渡
た
ら
せ
給
ひ
て
、
三三

韓
か
ん
は
、
い犬
ぬ
の

国
也
と
、
ゆ弓み
の
ほ戈こ
に
て
、
大
な
る
ゆ岩わ
に
、
か書

き

付

け

き
つ
け
さ
せ
給
ひ
し
を
、
や
す
か
ら

す
存
る
に
や
、
上
に
は
し
従

い

た
か
い
候
へ
共
、
な
内

心

い
し
ん
に
は
そ背

き
む
き
候
。
其
（
三
ウ
）
い

わ
れ
、
あ
相

違

は

ず

い
た
か
は
ず
、
中
比
、
や野

心
し
ん
を
さ差

し

挟

み

し
は
さ
み
、
み
つ
ぎ
物
を
と止

めヽめ
候
へ
し

を
、
き
欽

明

ん
め
い
天
王
の
、
御
な
だ
め
に
、
黍
た
ね
千
石
、
き
狐

の

皮

つ
ね
の
か
は
百
枚
、
其
外
、
金

銀
へ
平

銭

い
せ
ん
を
、
つ
か
は
さ
れ
候
ゆ
へ
、
き帰

服
ぶ
く
し
、
み貢

ぎ
つ
ぎ
を
さ捧

げゝけ
候
。
何
と
な
く
、

ち
勅

使

よ
く
し
を
以
、
は
百

済

く
さ
い
王
、
父
子
共
に
召め
さ

れ
、
き帰

国
こ
く
の
時
、
王
子
と
ゝ
め
お
き
、

人人

質
し
ち
に
取
お
か
せ
給
は
ヽ
、
し仔

細
さ
い
は
候
ま
し
」
と
申
上
る
。

御
門
ゑ
叡

聞

い
ふ
ん
、
ま
し
〳
〵
て
、
此
な
が
物
が
た
り
に
、
日
も
く暮れ
け
れ
は
、
ふ不
思
議
し
き
や
な

東
西
の
空
よ
り
も
、
月
二
つ
出
、
東
は
本
よ
り
西
へ
行
、
西
な
る
月
は
東
へ
よ
る
、
ま回

る
は
る

事
し
車

輪

や
り
ん
の
ご
と
く
、
君
も
臣
下
も
お
驚

き

ど
ろ
き
、「
是
は
い
か
成
ず
瑞

相

い
そ
ふ
や
ら
ん
」
と
立

さ騒

か

せ

は
か
せ
給
ひ
け
る
。

日日
羅ら

は
少
も
さ騒は
か
ず
、「
其
上
も
唐

土

ろ
こ
し
に
て
、
日日

輪
り
ん
九
つ
出
給
ふ
、
時
の
は博

士
か
せ
是
を

か
鑑

み

ん
か
み
、
あ
ゆ
み
の
木
を
つ
く
ら
せ
、
の
ぼ
つ
て
弓
や
を
つ番が
い
、
八
つ
の
日
を
、
い射
落を
と

し
て
は
、
三三

足
ぞ
く
の
か
烏ら

す
と
な
り
、
と飛

び

去

っ

て

び
さ
つ
て
候 

*29

。
今
せ世
上上

の
は
し
ご
、
此
時
よ
り

も
初は
じ
まり
候
。
此
月
も
、
東
な
る
は
ま真事
の
月
、
西
は
ま魔

月
げ
つ
と
見
へ
候
、
長
大
な
る
木
を
以も
つ
て、

か仮

屋
り
や
を
た高

く
か
く
つ
く
ら
せ
、
其
上
に
、
は
箱

物

こ
も
の
を
く
み
上
、
日日
羅ら

の上

っ

て

ぼ
つ
て
、
ゐ射
落
と
し

を
と
し

候
は
ん
」
と
、
事
も
な
げ
に
ぞ
申
上
る
。

さ
ら
は
か仮

屋
り
や
を
、
た建

て
さ
せ
よ
と
、
時
の
ば
番

匠

ん
で
う
あ
つ
ま
り
、
か
り
や
を
こ
そ
は
立
に
け

る
、
こ
れ
わ我

が

朝

が
て
う
の
、
せ
井

楼

い
ろ
う
の
は
初じ

め
也
。

日日
羅ら
弓
と
や矢

引
さ
け
、
上
て
つ番
が
い
、
て
う
と
い射

る
、
い
雷か
つ
ち
の
お
つ
る
を音
と
し
て
、

て
庭

前

い
ぜ
ん
に
、
は［
マ
マ
］つ
か
る
程
の
、
大大

木
ほ
く
と
成
て
立
た
り
け
る
。

日日
羅ら

是
に
有
や
と
て
、
こ腰し
な
る
け剣ん
を
、
ぬ抜
きき

も
つ
て
、
二
つ
に
さ
つ
と
切
わ
れ
は
、
内

よ
り
び
白

鬼

や
つ
き
、
と
び
出
て
、「
我
は
是
、
月
に
ま
と
は
る
、
か
桂

男

つ
ら
を
の
こ 

*30

也
、
日日
羅ら
が

い威

力
り
き
を
、
く砕

か

ん

た
か
ん
た
め
、
あ
現

れ

ら
は
れ
た
り
」
と
、
ゆ言

い
な
が
ら
、
と
び
か
ゝ
る
を
か
い
く
ヽ
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光
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、
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中
に
、
山
城
の
国
、
お愛

宕
た
ぎ
の
郡 

*16

、
あ愛

宕
た
ご
山 

*17

に
立
給
ふ
、

し
勝

軍

や
う
ぐ
ん
ち地

蔵
ぞ
う
ご
権

現

ん
げ
ん 
*18

の
御
ほ本

地
ん
ち
を
、
た
つ
ね
奉
れ
は
じ神

武
ん
む
丗
一
世
、

び敏

達
だ
つ
天天
皇ぐ 

*19

と
申
は
、
き
欽

明

ん
め
い
第
二
の
わ皇

子
う
し
也
、
同
第
四
の
王
子
、
や
用

明

う
め
い
天

王
の
御
子
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
と
申
は
、
た
当

今

う
き
ん
の
御
を甥い
に
て
、
十
才
に
な
ら
せ
給

ふ
。
御
さ産
ん
な
ら
せ
給
ふ
時
、
御
手
に
し舎

利
や
り
を
に
ぎ
り
、
く口
ち
に
は
み
名

号

や
う
が
う
を
、

と
唱な
へ
さ
せ
給
ふ
ゆ
へ
、
い
か
様
に
も
此
君
は
、
ぶ
仏

菩

薩

つ
ぼ
さ
つ
の
、　
へ変

作
ん
さ 

*20

な
ら
ん
と
、

し
諸

卿

よ
ぎ
や
う
、
を
各

々

の
〳
〵
、
う
や
ま
ひ
申
。

有
時
、
御
ま
へ
に
、
大
大

伴

と
も
の
か糠

手

子

す
で
子 

*21

を
め
さ
れ
、
は
百

済

く
さ
い
国
の
、
に日

羅
ち
ら
将将

軍
く
ん
は
、

ぶ文ん
有
て
ぶ武

あ
り
。
ち
智

心

勇

し
ん
ゆ
ふ
の
、
三
ど徳く
そ
な
は
る
、
け
権

勢

ん
せ
い
の
者
と
き
く
、
か彼れ
を

め召
しし

よ
せ
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
に
、
道
を
ま学な
ば
せ
よ
と
の
、
せ宣

旨
ん
じ
也

時
に
、
も
物

部

の
ゝ
へ
の
お尾

輿
こ
し
が
ち
嫡

子

や
く
し
、
も守

屋
り
や
の
大
臣 

*22

、
す
ゝ
み
出
、「
ち智
慧ゑ
第
一

の
わ
が
て朝う
よ
り
、
は
百

済

く
さ
い
の
に日

羅
ち
ら
を
た
の
み
、
な
に
を
か
な習ら
は
せ
給
ふ
べ
き
。
九

州
、
ま松

浦
つ
ら
の
な
に
か
し
、
大
大

伴

と
も
の
さ狭

手

彦

で
ひ
こ 

*23

は
、
ぶ文

武
ん
ふ
両
道
、
く
ら
か
ら
ず
、
し詩

を
も
専

ら

つ
は
ら
と
し
、
天
が
下
の
事
わ
ざ
、
も
ら
さ
す
存
候
也
。
か
ヽ
る
者
を
は
、
さ
し
お
か
れ
、

い異

国
こ
く
の
日日
羅ら

を
、
め召

さ
れ
ん
は
、
か
つ
う
は
、
日日

本
ほ
ん
の
、
ひ卑
下け

な
る
へ
き
」
よ
し
申
け
る
。

そ蘇

我
が
の
む馬

子
ま
こ 

*24

が
申
様
「
其
大大

伴

狭

手

彦

友
の
さ
で
ひ
こ
も
、
い異

国
こ
く
の
ふ
風

俗

う
そ
く
、
ま学な
ん
で
こ
そ
、

ち智
慧ゑ

も
さ盛か
ん
に
候
は
ん
。
其
う上へ
さ
三

韓

ん
か
ん
は
、
天天

竺
ち
く
、
し
震

旦

ん
た
ん
を
は
な
れ
、
し
か
も

日
本
へ
、
あ
い
し
従た
が
ふ
く国に
な
れ
は
、
た
他

領

り
や
う
を
た
の
む
に
い
は
す
、
せ宣

旨
ん
し
に
ま
か
せ
、

め召
しし
よ
せ
ら
れ
、
然
へ
き
」
よ
し
申
さ
る
ヽ
。

き
紀

押

勝

の
お
し
か
つ 

*25

、
き
吉

備

羽

嶋

び
の
は
し
ま 

*26

、
両
人
出
、
わ
れ
〳
〵
ち
勅

使

よ
く
し
に
ま
い
り
た
ち
、

つ
れ
て
さ
参

内

ん
だ
い
仕
ら
ん
と
、
御
前
を
罷
立
、
舟
よ用

意
を
い
、
け決つ
（
２
オ
）〔
挿
絵
　
第
一

図
〕
一
ウ
）〔
挿
絵
　
第
二
図
〕
二
オ
）
か行う
し
、
供
人
あ
ま
た
、
打
の
せ
て
、
吉
日
ゑ選ら
み
、

とと

も

綱

も
つ
な
と
き
、
は百

済

国

く
さ
い
こ
く
へ
ぞ
、
を押

し

渡

る

し
わ
た
る
、
か海

路
い
ろ
風
は波

の
、
わ
災

い

さ
は
い
こ越

へ
、

は
百

済

く
さ
い
国
に
そ
付
に
け
る
。

す
く
に
日日
羅ら
の
、
や
館か
た
へ
ゆ
き
、
あ
案

内

ん
な
い
か
ふ
て
立
入
、
日
本
の
王
の
ち
勅

使

よ
く
し
と
し

て
、
お
押

勝

し
か
つ
、
は羽

嶋
し
ま
両
人
、
わ渡

り
た
り
た
る
由
、
申
さ
る
れ
は
、
日日
羅ら
立
出
、
た
対

面

い
め
ん
有
、

「
さ
て
只
今
は
何
の
ち
勅

前

よ
く
ぜ
ん
に
て
御
ざ
い
」
と
、
つ
謹つ

し
ん
で
承
る
。
き
吉

備

羽

嶋

び
の
は
し
ま
、

し
笏や

く
取
な
を
し
、「
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
と
申
は
と
当

今

う
き
ん
の
御
お甥い
に
て
、今
年
は
十
才
な
り
、

御
年
比
よ
り
、
か
賢しこ

く
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
よ
り
、
た
れ
を
か
師
と
定
、
道
を
ま学な
ば
せ
給
は

ん
と
、
人
を
ゑ
ら
み
給
ふ
中
に
御
身
は
博

学

く
が
く
た多

才
さ
い
の
事
、
き聞

こ
し
め
し
お及よ
ば
せ
ら
れ
、

召
て
参
り
、
師
と
な
せ
と
の
、
ち
勅

使

よ
く
し
に
参
候
也
。
と疾
くく

し
て
ま
い
ら
れ
よ
」
と
申
さ
る
ゝ
。

に日

羅
ち
ら
、
せ宣

旨
ん
し
を
承
り
、「
身
の
ほ誉

れ
ま
れ
、
世
の
聞
へ
、
何
か
は
是
に
ま
さ
る
へ
き
、
去
な

が
ら
、
は
百

済

く
さ
い
わ王う
へ
、
此
事
う
伺

い

か
ヽ
い
申
、
御
意
に
よ
つ
て
参
へ
き
」
よ
し
申
け
る
。

き
紀

押

勝

の
お
し
か
つ
、
さ
し
よ
つ
て
、「
一
と年せ
、
し
神

功

ん
ぐ
う
く
皇

后

わ
う
こ
う
の
、
せ責
めめ
な
ひ
け
給
ひ

し
よ
り
、
し新

羅
ん
ら
、
は
百

済

く
さ
い
、
か
高

麗

う
ら
い
、
三三

韓
か
ん
の
輩
、
日
本
の
王
の
せ宣

旨
ん
し
に
、
た
れ

か
は
そ
む
き
申
べ
き
、
は
や
と疾

く
〳
〵
」
と
い
さ
む
れ
は
、
日日
羅ら
も
今
は
尤
も
っ
と
もと
、
お
う受
けけ
を
申
、

つ妻ま
や
二
人
の
子
共
を
、
近
づ
け
、「
日
本
の
御
門
よ
り
我
を
め召

さ
る
ヽ
、
ち
勅

使

よ
く
し
た
ち
、

か海

路
い
ろ
に
お
も
む
き
候
ぞ
や
。
身
は
は
や
、
お老

木
い
き
の
ゑ枝だ
よ
は
く
、
は
る
〴
〵
の
、
は波

濤
と
う

を
し
の
ぎ
、
若も
し

も
む
な
し
く
な
る
な
ら
は
、
此
兄
弟
の
若
共
を
、
日日
羅ら
が
か
た
み
と
見
給
ひ

て
、
な
き
跡
の
た手

向
む
け
に
は
、
仏
の
御
な名

を
も
、
と唱

へ
な
へ
給
へ
、
い
か
に
若
共
よ
、
わ
れ
此
国

に
な
き
と
て
も
、
心
よ
は
く
思
わ
ず
し
て
、
君
に
も
つ仕

ふ
か
ふ
ま
つ
り
、
母
に
も
か
孝

行

う
〳
〵
に
あ

た
る
べ
し
。
父
な何に
事
な
く
、
か帰

る
へ
る
な
ら
、
又
こ
そ
め巡

り

会

い

く
り
あ
い
な
ん
」
と
、
こ来

し

方

し
か
た
行

す末へ
の
事
の
み
、
こ
ま
〳
〵
と
申
せ
し
が
、
さ
す
が
御恩

愛
あ
い
の
わ
か
れ
な
れ
は
、
若
も
あ会

わ
で

や
、
は果

て
な
ん
と
、
思
ふ
に
せ
き
く
る
泪
に
て
、
左
右
（
二
ウ
）
の
た
も
と
は
、
う浮

く
は
か

り
。
み御

台
だ
ひ
も
、
二
人
の
若
共
も
、「
お同な
し
舟
に
て
わ
我

々

れ
〳
〵
を
も
、
つ
れ
ゆ
き
て
給
は
れ

や
。老

い
お
い
た
る
父
を
只
ひ
と
り
、
ち
ヽ
い
き
の
道
と
を
く
、
い
か
で
か
わ渡た
し
ま
い
ら
せ
ん
、

ぜ
ひ
共
に
、
我
等
を
も
つ連
れれ

ゆ
き
給
へ
、
参
ら
ん
」
と
、
ゆ左

手
ん
で
め右
手て

よ
り
い抱

き
た
き
付
、
こ声ゑ

も
を惜
し
ま
ず

し
ま
す
な
げ
か
る
ヽ
。

父
も
泪
を
と
ゝ
め
か
ね
、「
し慕

ふ
た
ふ
も
ど道

理
う
り
、
去
な
が
ら
日
本
よ
り
の
御御
意い
も
な
し
、

は
百

済

く
さ
い
王
の
お
そ
れ
も
有
、
思
ふ
に
か
な
は
ぬ
世
の
な
ら
い
、
な歎

き
け
き
な
か
ら
も
、
う憂
きき

年

月
、
お送

り

迎

　

く
り
む
か
い
て
待
給
へ
。
互
に
命
め
て
た
く
は
、
な
と
か
は
め巡

り

会

は

く
り
あ
は
さ
ら
ん
」
と
、

け
兄

弟

い
て
い
、
し親

子
ん
し
、
ふ夫

婦
う
ふ
の
て手

を
、
取
む
す
び
〳
〵
、
い
つ
れ
も
め目

と
め目

を
見
合
て
、
な泣

く
よ
り
外
の
事
は
な
し
。
ち
勅

使

よ
く
し
の
人
ゝ
、「
是
を
聞
、
か
く
て
は
じ時

刻
こ
く
も
う
つ
り
候
、

と疾
くく
し
て
舟
に
、
め召

さ
れ
よ
」
と
、
お親や
子
の
人
を
、
お
し
の
け
て
、
日日
羅ら
を
、
い
ざ
な
い
、
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出
給
へ
は
、
つ妻ま
や
子
共
は
、
い
ま
し
ば
し
と
、
す
か
り
つ
か
ん
、
引
き
と
ヽ
め
ん
と
、
し
け

れ
共
、人
ゝ
へ
だ
た
り
、日日
羅ら

を
は
、む迎か
い
の
舟
に
の
せ
申
、わ我
がか

て朝う
さ
し
て
ぞ
を
し
出
す
。

是
は
扨
置
、
だ内

裏
い
り
に
は
、
く
公

卿

ぎ
や
う
大
臣
、
召
あ
つ
め
、
日日
羅ら
か
む迎か
い
に
、
つ
か
わ
し

た
る
、
お
押

勝

し
か
つ
、
は羽

嶋
し
ま
両
人
は
、
な
に
と
て
き帰

朝
て
う
、
ゑ
延

引

ん
に
ん 

*27

そ
や
、
に日

羅
ち
ら

が
、
ち遅

怠
た
い
に
及
け
る
か
、
は
百

済

く
さ
い
王
か
、
お
し
と
む
る
か
、
ふ不

し思
議き

さ
よ
と
有
所

へ
、
は羽

嶋
し
ま
、
お
押

勝

し
か
つ
、
き帰

朝
て
う
し
て
、
す
く
に
さ
参

内

ん
だ
い
仕
り
、
せ宣

旨
ん
し
に
、
ま
か
せ

て
、
は
百

済

く
さ
い
よ
り
、
日日
羅ら
を
、
と
も
な
い
参
り
候
、
つ
れ
て
さ
参

内

ん
だ
い
仕
り
候
は
ん
や
と
、

く
関

白

わ
ん
ぱ
く
天
下
へ
う
か
ヽ
い
申
。

う内ち
よ
り
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、
さ
参

内

ん
た
い
さ
せ
よ
、
去
な
か
ら
、
日日
羅ら
が
心
を
、
御御

覧
ら
ん
せ
ん
た

め
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
を
召
出
さ
れ
、
お同

じ
な
し
比こ
ろ

な
る
、
ど童

子
う
し
あ
ま
た
に
、
お同

じ
な
し
い色ろ
な

る
、
い
衣

装

し
や
う
を
き
せ
、
し
紫

宸

殿

ヽ
ん
で
ん
に
、
お
か
せ
給
ふ 

*28

。

　
か
く
し
て
の
ち
に
、
日日
羅ら

ま
い
り
、
御帝門
の
御
礼
お
は
つ
て
後
、
日日
羅ら

太
子
を
見
奉
り
、「
あ

れ
な
る
少
人
は
、
ぢ自
余よ

の
ど童

子
う
し
に
、
ま交

へ
し
へ
へ
か
ら
す
。
御
そ
相

好

う
こ
う
を
見
奉
る
に
、
た
ヽ

人
に
て
、
ま
し
ま
さ
ず
。
き
敬

礼

や
う
ら
い
、
ぐ救
世せ
く
観

世

音

わ
ん
ぜ
お
ん
で
伝

灯

ん
と
う
、
此
と
東

方

う
ぼ
う
、

そ
粟

散

く
さ
ん
国
へ
げ現ん
じ
給
ふ
の
有有

難
か
た
さ
よ
、
お
の
〳
〵
（
３
オ
）
お拝が
ま
せ
給
へ
や
」
と
、

お
し
つ
お起

き
つ
、
三三

拝
ぱ
い
す
、
君
も
臣
下
も
も
ろ
共
に
、
し
聖

徳

や
う
と
く
太
子
は
、
ぶ
仏

菩

薩

つ
ば
さ
つ

の
、
へ変

作
ん
さ
に
て
ま
し
ま
す
ぞ
と
、
お
の
〳
〵
は拝い
し
申
さ
る
ゝ
。

内
よ
り
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、「
ち
朕

ん
は
本
よ
り
、
あ
天

照

ま
て
ら
す
御
神
の
そ
尊

ん
王
に
て
、

と
冨

の

小

川

み
の
お
が
は
の
、
な流が
れ
を
し
た
い
、
あ安

積
さ
か
山
の
跡
を
ふ
ん
で
、
し
敷

島

き
し
ま
の
道
に
入
、

た
ま
に
も
弓
矢
の
、
道
を
き
か
ず
、
若も
し

も
諸
国
に
、
ら乱ん
お起こ
ら
は
、
よ
せ
て
し鎮

む
つ
む
べ
き
物

が
語た
り
、
き
か
ま
は
し
や
」
と
、
せ宣

旨
ん
じ
成
。

日日
羅ら

ち
勅

定

よ
く
て
う
承
り
、「
若も
し

け賢

王
ん
王
に
ま
し
〳
〵
て
、
た民み
を
め
ぐ
ま
せ
給
は
ん
に
、
た誰れ

か
は
や野

心
し
ん
の
ぞ存ん
す
へ
き
、
も
し
も
や野

心
し
ん
の
候
は
ヽ
、
な
つ
け
て
か彼れ
か
、
り利

に
ふ
く
し
、

あ仇た
を
お恩ん
に
て
、
ほ報う
ぜ
さ
せ
給
は
ん
こ
そ
、
道
の
み
ち
た
る
と
き
な
る
へ
し
。
わ
禍ざわ
い

は
、
下
よ
り
お
こ
ら
ず
、
上
台
人
の
心
に
有
、
一
人
ま誠事
あ
れ
は
、
一
家
ま誠事
有
、
一
け家

ま誠事

あ
れ
は
、
一
郡
ま誠事
有
、
一
ぐ郡ん
ま誠事
あ
れ
は
、
一
国
ま誠事
有
、
一
国
ま誠事
あ
れ
は
、
天
下
み

な
ま誠事
有
。
す住

め
る
中
に
、
に濁ご
る
も
の
有
、
兵
を
お起こ
し
候
は
ヽ
、
日
本
に
兵つ
は
もの
共
、
さ
こ

そ
は
お
ほ
く
候
は
ん
つ
れ
共
、
日日
羅ら

に
、
せ宣

旨
ん
じ
給
は
れ
か
し
。
山
山

城

じ
や
う
な
ら
ば
、
ふ
麓も

と

よ
り
、
た谷に
を
も
岩
を
も
、
て
鉄

壁

つ
へ
き
を
も
、
は
り
く崩

し
つ
し
〳
〵
、
さ
ん
じ
に
や破

り
ふ
り
候
へ
し
。

平
城
な
ら
は
、
か
さ
よ
り
取
か
け
、
た高

嶺
か
ね
の
さ澤は
水
、
さ山

河
ん
か
の
な
が
れ
を
切
て
し
か
け
、

水
に
お溺

れ
ぼ
れ
て
た
ゞ
よ
ふ
を
、
か
鎌

熊

手

ま
く
ま
て
に
て
引
よ
せ
て
、
き
り
な
か
し
候
は
ヽ
、
や弥

生
よ
ひ

な
か
ば
の
は
浜

遊

び

ま
あ
そ
び
、
れ
う
す
な
取
よ
り
、
お
も
し
ろ
か
ら
ん
」
と
、
い
さ
む
心
に
身
を
わ

す
れ
、
お躍

り
と
り
上
て
申
け
る
。

内
に
も
御御

感
か
ん
、
な
ゝ
め
な
ら
ず
、
重
て
の
せ宣

旨
ん
し
に
は
、「
三三

韓
か
ん
の
輩
は
、
よ
く
日

本
に
し
従

ふ

た
が
ふ
か
、
へ
変

心

ん
し
ん
も
あ
ら
ん
や
」
と
御
た尋

ね
つ
ね
、
く
た
り
け
れ
は
日日
羅ら

が
、

ち
直

答

よ
く
と
う
に
、「
し
神

功

皇

后

ん
く
う
く
は
う
ご
う
、
わ渡
た
ら
せ
給
ひ
て
、
三三

韓
か
ん
は
、
い犬
ぬ
の

国
也
と
、
ゆ弓み
の
ほ戈こ
に
て
、
大
な
る
ゆ岩わ
に
、
か書

き

付

け

き
つ
け
さ
せ
給
ひ
し
を
、
や
す
か
ら

す
存
る
に
や
、
上
に
は
し
従

い

た
か
い
候
へ
共
、
な
内

心

い
し
ん
に
は
そ背

き
む
き
候
。
其
（
三
ウ
）
い

わ
れ
、
あ
相

違

は

ず

い
た
か
は
ず
、
中
比
、
や野

心
し
ん
を
さ差

し

挟

み

し
は
さ
み
、
み
つ
ぎ
物
を
と止

めヽめ
候
へ
し

を
、
き
欽

明

ん
め
い
天
王
の
、
御
な
だ
め
に
、
黍
た
ね
千
石
、
き
狐

の

皮

つ
ね
の
か
は
百
枚
、
其
外
、
金

銀
へ
平

銭

い
せ
ん
を
、
つ
か
は
さ
れ
候
ゆ
へ
、
き帰

服
ぶ
く
し
、
み貢

ぎ
つ
ぎ
を
さ捧

げゝけ
候
。
何
と
な
く
、

ち
勅

使

よ
く
し
を
以
、
は
百

済

く
さ
い
王
、
父
子
共
に
召め
さ

れ
、
き帰

国
こ
く
の
時
、
王
子
と
ゝ
め
お
き
、

人人

質
し
ち
に
取
お
か
せ
給
は
ヽ
、
し仔

細
さ
い
は
候
ま
し
」
と
申
上
る
。

御
門
ゑ
叡

聞

い
ふ
ん
、
ま
し
〳
〵
て
、
此
な
が
物
が
た
り
に
、
日
も
く暮れ
け
れ
は
、
ふ不
思
議
し
き
や
な

東
西
の
空
よ
り
も
、
月
二
つ
出
、
東
は
本
よ
り
西
へ
行
、
西
な
る
月
は
東
へ
よ
る
、
ま回

る
は
る

事
し
車

輪

や
り
ん
の
ご
と
く
、
君
も
臣
下
も
お
驚

き

ど
ろ
き
、「
是
は
い
か
成
ず
瑞

相

い
そ
ふ
や
ら
ん
」
と
立

さ騒

か

せ

は
か
せ
給
ひ
け
る
。

日日
羅ら

は
少
も
さ騒は
か
ず
、「
其
上
も
唐

土

ろ
こ
し
に
て
、
日日

輪
り
ん
九
つ
出
給
ふ
、
時
の
は博

士
か
せ
是
を

か
鑑

み

ん
か
み
、
あ
ゆ
み
の
木
を
つ
く
ら
せ
、
の
ぼ
つ
て
弓
や
を
つ番が
い
、
八
つ
の
日
を
、
い射
落を
と

し
て
は
、
三三

足
ぞ
く
の
か
烏ら

す
と
な
り
、
と飛

び

去

っ

て

び
さ
つ
て
候 

*29

。
今
せ世
上上

の
は
し
ご
、
此
時
よ
り

も
初は
じ
まり
候
。
此
月
も
、
東
な
る
は
ま真事
の
月
、
西
は
ま魔

月
げ
つ
と
見
へ
候
、
長
大
な
る
木
を
以も
つ
て、

か仮

屋
り
や
を
た高

く
か
く
つ
く
ら
せ
、
其
上
に
、
は
箱

物

こ
も
の
を
く
み
上
、
日日
羅ら

の上

っ

て

ぼ
つ
て
、
ゐ射
落
と
し

を
と
し

候
は
ん
」
と
、
事
も
な
げ
に
ぞ
申
上
る
。

さ
ら
は
か仮

屋
り
や
を
、
た建

て
さ
せ
よ
と
、
時
の
ば
番

匠

ん
で
う
あ
つ
ま
り
、
か
り
や
を
こ
そ
は
立
に
け

る
、
こ
れ
わ我

が

朝

が
て
う
の
、
せ
井

楼

い
ろ
う
の
は
初じ

め
也
。

日日
羅ら
弓
と
や矢

引
さ
け
、
上
て
つ番
が
い
、
て
う
と
い射

る
、
い
雷か
つ
ち
の
お
つ
る
を音
と
し
て
、

て
庭

前

い
ぜ
ん
に
、
は［
マ
マ
］つ
か
る
程
の
、
大大

木
ほ
く
と
成
て
立
た
り
け
る
。

日日
羅ら

是
に
有
や
と
て
、
こ腰し
な
る
け剣ん
を
、
ぬ抜
きき

も
つ
て
、
二
つ
に
さ
つ
と
切
わ
れ
は
、
内

よ
り
び
白

鬼

や
つ
き
、
と
び
出
て
、「
我
は
是
、
月
に
ま
と
は
る
、
か
桂

男

つ
ら
を
の
こ 

*30

也
、
日日
羅ら
が

い威

力
り
き
を
、
く砕

か

ん

た
か
ん
た
め
、
あ
現

れ

ら
は
れ
た
り
」
と
、
ゆ言

い
な
が
ら
、
と
び
か
ゝ
る
を
か
い
く
ヽ
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か
徒

武

者

ち
む
し
や
の
大
将
に
、
ほ
北

山

金

吾

く
さ
ん
き
ん
ご 

*37

と
云
あ
荒

者

ら
も
の
、　
一
文
字
に
、
か
け
出
〳
〵
、

「
あ
ゝ
を遅

れ
く
れ
た
り
め
面

々

ん
〳
〵
や
、
日日

本
ほ
ん
の
や
奴

原

つ
は
ら
が
、
見
る
め
を
も
、
は恥ぢ
さ
ら
ん
や
、

あ
の
長
刀
を
う奪ば
い
取
、
め
盲く
ら
の
つ杖ゑ
を
、
う
失し
な
ふ
こ
と
く
、
ふ
た
め
く
所
を
打
と
ら
ん
」

と
、
お
め
き
さ叫け
び
て
、
か
け
む
か
ふ
。

日日
羅ら
に
つ
こ
と
打
わ笑ら
い
、「
此
長
刀
を
と
ら
ん
と
や
、
は刃

か
た
は
お恐そ
れ
て
手
も
か
け
し
、

是
と
れ
や
、
と
ら
せ
ん
」
と
、
ゑ柄

を
さ
し
出
し
給
へ
は
、
ほ
く
さ
ん
両両
手て

に
、
む
ん
す
と
に握ぎ

り
、
い
雷かつ
ち
が
お
ち
か
ヽ
つ
て
も
、
に握ぎ
つ
た
る
ゑ
は
、
は放な
さ
し
と
、
は歯
噛
み
が
み
を
な
し
て
、

と
ら
ん
と
す
。
日日
羅ら
に
つ
こ
と
、
わ笑ら
い
な
が
ら
、
か片

手
た
て
に
て
さ
し
の
ば
し
、
と
ら
す
る
ぞ
、

と
ら
ぬ
か
と
、
す
こ
し
し沈づ
ん
で
、
も両

手
ろ
て
か
け
、
き
ん
ご
を
す
く
ひ
は
ね
上
て
、
お落

と
し
も

つ
け
ず
、
う打

つ
程
に
、
二
つ
に
な
つ
て
、
は果

て
に
け
り
。

な
南

山

ん
さ
ん
ら乱

鬼
ん
き 

*38

、
是
を
み見

て
、
あ
へ
な
き
き
ん
こ
が
、
し死

に

様

に
さ
ま
や
、
と
弔

い

ふ
ら
い
軍
に
、

日日
羅ら

が
く首び
打
て
見
せ
ん
と
て
、
お
面も

て
も
ふ
ら
ず
、
か
ヽ
り
け
る
。
日日
羅ら

は
事
共
、
思
は

ば
こ
そ
、
て
う
〳
〵
と
打
合
、
そ空

逃

げ

ら
に
げ
し
て
は
、
ひ
ら
り
と
ま
は
り
、
こ殺ろ
さ
ば
と
く
に
、

こ殺ろ
す
へ
き
が
、
心
ざ
し
の
、
や
さ
し
さ
に
、
う
け
つ
、
は
つ
い
つ
、
や
ヽ
し
ば
し
、
ほ骨ね
を

お
ら
せ
、
引
は外づ
い
て
、
て
転

倒

う
ど
う
つ
、
ゆ左

手
ん
で
の
か
た
よ
り
め右
手て

の
わ
き
ま
で
、
是
も
二
つ

に
、
な
り
に
け
る
。

せ
西

山

い
さ
ん
や妖

狐
う
こ 

*39

、
つ
つ
と
出
、「
何
と
て
お
各

々

の
〳
〵
す進ゝ
ま
ぬ
ぞ
、
か
方

々

た
〳
〵
国
を
出

し
時
、
日日
羅ら

が
く首び
は
、
わ
れ
と
ら
ん
、
い
や
た
れ
か
し
が
と
ら
ん
と
て
、
山
も
見
ぬ
ま
の

か
仮

言

葉

り
こ
と
ば
、は
や
く
も
わ忘す
れ
給
ふ
よ
な
、く
過

言

わ
ご
ん
ゆ
は
ざ
る
せ
い
ざ
ん
が
、日日
羅ら
を
打
て
、

見
せ
ん
（
六
ウ
）」
と
て
、
も持

つ
た
る
け剣ん
を
、
車
の
こ如と
く
、
ひ
ら
り
く
る
り
と
、
打
ふ
つ
て
、

ま
つ
し
く
ら
に
、
か
ゝ
り
け
る
。

日日
羅ら

長
刀
つ杖ゑ
に
つ
き
、
こ小

首
く
び
を
か
た
む
け
、
見
物
し
て
、「
わ和

殿
と
の
は
、
三三

韓
か
ん
一
ば番ん

の
、
け剣ん
の
上上
手ず
と
、
い言

わ
れ
し
も者の
、
只
今
、
こ殺ろ
さ
ん
事
の
を惜

し
さ
よ
な
、
さ最

期
い
こ
の
十

念
と唱な
へ
よ
」
と
、
い言

ふ
よ
り
は
や
く
、
う打

つ
程
に
、
是
も
二
つ
に
な
り
に
け
る
。

四
ば
ん
に
、
と
東

山

う
ざ
ん
や
夜

叉

羅

刹

し
や
ら
せ
つ 

*40

、
日日
羅ら

が
、
な
長

刀

ぎ
な
た
、
か
い
く
ゞ
り
、
こ腰し
の

よ
は
み
を
、
む
ん
す
と
だ抱

き
、「
日日
羅ら
を
は
、
く組
み
止
め

み
と
め
た
り
、
み
皆

々

な
〳
〵
、
よ寄
れ
や
寄
れ
や

れ
や
〳
〵
」
と
、

お
め
き
さ叫け
び
て
力
を
出
す
。
大大

勢
ぜ
い
と
つ
と
、
か
ヽ
り
し
を
、
こ腰し
な
る
て敵き
に
は
、
て手

も

か
け
す
、
長
刀
を
さ
し
の
ば
し
、
切
は払ら
い
〳
〵
、
こ後

詰
づ
め
の
、
や
奴

原

つ
は
ら
、
は払ら
い
の
け
、

や夜

叉

羅

刹

し
や
ら
せ
つ
か
、上
お帯び
取
、こ小

膝
ひ
ざ
か返へ
し
に
打
た倒を
し
、く首ひ
打
お
と
し
、す棄

て
け
れ
は
、

又
大
ぜ勢い
か
ヽ
り
し
を
、
な
長

刀

ぎ
な
た
も
く砕だ
け
よ
と
、
こ
虚

空

無

量

く
う
む
り
や
う 

*41

に
、
き斬
りり

け
れ
は
、

只
一
時
の
其
間
に
、
二
千
七
百
三
十
人
、
残
る
や

奴

原

つ
ば
ら
、
む
ら
〳
〵
ば
つ
と
お追

ッ

散

ら

し

つ
ち
ら
し
、

長
刀
か肩た
に
、
う
ち
か
た
け
、
し
ん
つ
〳
〵
と
引
給
ふ
。
か
の
日日
羅ら
の
御
手手

柄
か
ら
、
き貴

賤
せ
ん
上

下
を
し
な
へ
、
み皆な
ほ褒

め
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
り

三
た
ん
め

其
後
、
は
百

済

く
さ
い
国
の
三三

韓

の

臣

か
の
し
ん
、
日日
羅ら

に
て手

痛

く

い
た
く
、
か
け
た
て
ら
れ
、
な難

波
ん
は
の

い
戦く
さ
に
、
う
ち
ま
け
て
、
兵兵
庫こ
の
う浦ら
ま
て
引
し
退り
ぞ
く
、
爰
に
て
な
内

談

い
だ
ん
、
す
る

様
は
、
さ先

手
き
て
は
か限き
り
と
、
た
戦ヽ

か
へ
と
、
こ後

詰
づ
め
の
せ勢い
の
、
な
き
ゆ
へ
に
、
身味
方方

は
敗

北

い
ほ
く
、
ぜ是
非ひ
も
な
し
。
つ筑

紫
く
し
の
は博

多
か
た
へ
、
ふ船ね
を
ま
わ
し
、
は
敗

軍

い
く
ん
の
ま
ち
、
つ

れ
て
は
百

済

く
さ
い
国
へ
、
か
開

陣

い
ち
ん
し
、
重
て
た多

勢
せ
い
お押

し

渡

し
わ
た
り
、
今
度
の
ち
恥

辱

し
よ
く
を
す
ゝ

か
ん
と
、
其
き議

尤
も
っ
と
も

然し
か
るへ
き
と
て
、
ち
筑

前

く
ぜ
ん
の
れ
ん
ぜ
ん
の
つ
、
そ
袖

の

湊

で
の
み
な
と
に
待
う
け
、

残
る
せ勢い
共
打
の
せ
て
、
は
百

済

く
さ
い
国
へ
そ
か帰へ
り
け
る

是
は
さ
て
お
き
、
に日

羅
ち
ら
将将

軍
く
ん
、
思
は
れ
し
は
、「
此
度
の
か
合

戦

つ
せ
ん
は
、
我
を
お惜

し
む

軍
な
れ
は
、
よ寄
せ
手
せ
て
と
て
も
に憎く
か
ら
ず
、
さ
の
み
に
（
七
オ
）〔
挿
絵
　
第
五
図
〕（
七
ウ
）

〔
挿
絵
　
第
六
図
〕（
八
オ
）
人
を
、
こ殺ろ
し
て
は
、
天
の
と咎が
め
も
、
お恐そ
ろ
し
し
。
さ
れ

は
と
て
、
は
百

済

く
さ
い
国
へ
か帰ゑ
れ
は
、
日日

本
ほ
ん
の
け下
知ち
に
そ背む
く
也
、
し
所

詮

よ
せ
ん
い
か
な
る
、

さ
山

林

ん
り
ん
に
も
、
す住

み
所
も
と
め
入
、
よ世

を
の
が
れ
ん
と
思
召
、
家
の
子
に
も
、
か
く
と
も

い
わ
ず
、
只
一
人
な難

波
ん
ば
を
出
、
は
林や

し
や
し
け
る
、
も
守

口

り
ぐ
ち 
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の
、
な
畷わ

て 

*43

の
す
へ

も
、
ひ
枚

方

ら
か
た 

*44

や
、
た
れ
か
さ定だ
め
し
、
さ蹉
跎だ
の
さ
と 

*45

、
い
石

清

水

わ
し
み
つ 

*46

に
、
す
む
月

は
、
お
男と

こ
山
お
や
、
て照

ら
す
ら
ん
。
よ淀ど
の
川
せ
の
、
あ網

代

木

し
ろ
木
に
、
打
よ
せ
か
ゝ
る
、
浪

の
つ
ゞ
み
も
、
お音と
た
か
く
、
わ渡た
せ
る
は
し
を
、
打
わ渡た
り
、
と鳥
羽ば
に
て
と
へ
ば
山
城
の
、

お
愛

宕

の

郡

た
き
の
こ
は
り
に
、
つ
き
給
ふ
。

あ愛

宕
た
こ
の
山
は
み峰ね
た高か
く
、
ふ
麓も
と
に
な流が
れ
な
が
う
し
て
、
ぜ
ゝ
の
ち
ま
た
も
大
川
、
秋

な
れ
は
こ
そ
、
木
ゝ
の
は葉

の
、
も紅

葉
み
ち
の
に
錦し
き
、
き
て
う浮

か
む
、
は春る
は
花
を
や
、
な流が
す

ら
ん
、
此
さ山

上
ん
上
を
、
見
ば
や
と
て
、
さ嵯
峨が

の
さ里と
よ
り
、
山
道
に
、
よ
ち
上
ら
せ
た給ま
ひ
け

る
。
は
る
か
に
上
り
、み見

給
へ
は
、た滝き
の
を音と
、れ
い
〳
〵
と
、そ
こ
も
に濁ご
ら
ぬ
さ
ん
か
有
、

さ
て
も
き清よ
き
、た
滝

川

き
が
は
や
と
、の
給
ひ
し
よ
り
、今
の
世
迄
も
、き
清

滝

よ
た
き
川 

*47

と
は
申
也
。

ふ不
思
議

し
き
や
、
た
滝

浪

き
な
み
、
立
さ騒わ
き
、
ひ
か
り
、
こ黄

金
が
ね
の
こ如と
く
な
る
、
大
り龍う
一
つ
、
水

を
つ伝た
い
、
日日
羅ら
を
め目

に
か
け
、
あ
ら
は
る
ゝ
、
只
一
く口ち
と
、
と
び
か
ゝ
る
。
日日
羅ら
は
け剣ん

の
、
ぬ抜

き
持
て
、
き斬

ら
ん
と
す
れ
は
水
に
入
、
出
て
は
に日

羅
ち
ら
に
、
お
ヽ
い
か
ヽ
る
、
日日
羅ら

は
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り
、
か
桂

男

つ
ら
お
の
こ
を
、
か
い
つ
か
み
、
ま前へ
に
か
つ
は
と
な投
げ
伏
せ

げ
ふ
せ
、

「
己
は
定
て
う
兎さ
き
な
ら
ん
、
仙
人
か渇つ
に
及
と
き
、
は白

兎
く
と
、
み身

を

焼

き

を
や
き
、
や
養

う

し
の
ふ 

*31

と

こ
そ
、
聞
ぬ
る
に
、
今
の
わ
禍ざは

ひ
、
な
に
事
ぞ
」
と
、
く首び
て
う
と
打
給
へ
は
、
五
そ足く
の

う
兎さ

き
と
あ
ら
は
れ
て
、
と飛
ぶふ

が
こ如

く
と
く
に
、
に逃
げげ

さ去
りり

け
る
。
日日
羅ら

も
つ
ゞ
い
て
、
お追

ふ
」

（
四
オ
）〔
挿
絵
　
第
三
図
〕（
四
ウ
）〔
挿
絵
　
第
四
図
〕（
五
オ
）
程
に
、
山
城
の
国
西
山
本
に

て
か
い
つ
か
み
、
お
つ
つ
め
、
く首び
打
を
と
せ
は
、
く首び
は
天
に
上
り
、
さ
れ
共
む
骸く

ろ
を
は
、

づ
だ
〳
〵
に
き
り
、
其
川
へ
な流が
さ
る
ゝ
、
か
桂

男

つ
ら
を
の
こ
を
、
き
つ
た
る
と
て
、
か
桂つ

ら
の

さ里と
ヽ
名
付
、
な流か
し
た
る
と
て
、
か
桂つ
ら
川
共
な名
付づ
く
る
事
、
此
時
よ
り
も
申
也
。

然
所
に
か
の
く首び
、
日日
羅ら

を
め
に
か
け
、
ほ
焔の

を
ゝ
ふ
き
か
け
、
か
ゝ
り
し
を
、
ひ
つ
は
つ
し
、

つ
い
に
は
中
よ
り
切
お
と
し
、
け剣ん
に
つ
ら
ぬ
き
、
か
桂

男

つ
ら
お
の
こ
の
へ変

化
ん
げ
を
は
、
に日

羅
ち
ら

将
ぐ
ん
、
う討
つつ

た
り
と
、
な名
乗の

り
て
な難

波
ん
ば 
*32

へ
帰
ら
る
ゝ
、
ぜ
前

代

未

聞

ん
た
い
み
も
ん
の
ふ不
思
議

し
ぎ

や
と
、
み
な
か感ん
せ
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
り
。

二
た
ん
め

其
後
、
は
百

済

く
さ
い
の
御
門
に
は
、
く
公

卿

ぎ
や
う
大
臣
め
し
あ
つ
め
、
さ
て
も
日日
羅ら
将将

軍
く
ん
は
、

い
暇と

ま
も
こ請

は
ず
、
日
本
へ
わ渡た
り
ゆ
く
こ
そ
、
ご
さ
ん
な
れ
、
い
そ
き
兵
を
つ
か
は
し
て
、

つ連

れ
て
か
帰へ
る
か
打
て
ま
い
る
か
、
う有
無む
の
二
つ
を
定
よ
と
、
げ
逆

鱗

き
り
ん
は
甚

だ

な
は
だ
か限

り
ぎ
り
な

し
。

三三
韓
（
傘
下
）
の
臣

か
の
し
ん
承
り
、
す
数

千

艘

せ
ん
そ
う
の
兵
せ船ん
に
、
く軍ん
兵
あ
ま
た
取
の
せ
て
、
日
本
さ
し
て
そ

を押

し

渡

る

し
わ
た
る
、
な難

波

の

浦

ん
ば
の
う
ら
よ
り
く陸が
に
あ
が
り
、
日日
羅ら
が
や
館か
た
へ
お
し
よ
せ
、
た太

鼓
い
こ

か鉦ね
、
も
み
合
、
と
鬨

の

声

き
の
こ
ゑ
を
ぞ
上
に
け
る
、
や
館か

た
の
内
に
は
、
思
ひ
よ
ら
ざ
る
事
な
れ

は
、
上
へ
下
へ
と
か返

し
へ
し
け
る
。

さ
れ
共
日日
羅ら

は
、
す
こ
し
も
さ騒

が

ず

は
か
ず
、
こ小

高
だ
か
き
所
に
か
け
上
り
、「
あ
ら
め
珍

し

つ
ら
し
の

国
人
た
ち
、
日日
羅ら
此
ち地

へ
、
ま参い
る
に
よ
り
、
む迎

い
か
い
に
わ渡た
り
給
ふ
ら
ん
、
ふ船な
大
将
は

た
れ
人
そ
、
む武

者
し
や
大
将
は
い
つ
れ
そ
や
、
た
対

面

い
め
ん
せ
ん
」
と
、
よ呼

ば
は
れ
ば
、
む武

者
し
や

三
ぎ騎

、
す
ゝ
み
出
、
大
お音

声
ん
上
に
申
せ
し
は
、
ま
つ
さ
き
は
は
百

済

く
さ
い
の
へ兵い
大
将
、
は
つ
く

わ
う
の
と徳

爾
く
に 

*33

、
其
次
は
、
せ
つ
さ
ん
の
ぢ
ん
く
わ
ん
、
跡
に
つ
ゞ
く
は
、
さ
こ
く
し

ら
ん
、「
な名
乗の
ら
ず
共
、
わ
れ
〳
〵
が
、
て手

並
な
み
は
か
ね
て
、
し知

り
給
は
ん
。
わ
私たく
し
の
、

は計

ら

い

か
ら
い
に
、
此
ち地

に
わ渡た
る
、
き
奇

っ

怪

つ
く
わ
い
さ
に
、
三
将
三
千
よ余
騎き

に
し
て
、
是
迄
お
し

よ
せ
候
ぞ
や
。
君
に
い
暇と
ま
も
こ
は
ず
し
て
、
に逃

げ

渡

る

け
わ
た
る
の
み
な
ら
ず
、
日日

本
ほ
ん
の
王
の

や
奴つ
こ
と
な
り
、
は
百

済

く
さ
い
王
（
五
ウ
）
を
、
た
謀

り

ば
か
り
よ
せ
、
人人

質
し
ち
に
、
取
べ
き
た
く
み
、

去
年
ご
極

月

く
け
つ
、聞
へ
し
よ
り
、王
の
げ
逆

鱗

き
り
ん
、な
だ
め
が
た
し
、日日
羅ら
国
に
、か帰へ
ら
る
ヽ
か
、

く首び
ば
か
り
、
き帰

国
こ
く
さ
す
る
か
、
う
鬱

憤

つ
ふ
ん
の
、
き
は
め
給
へ
、
ち
ヽ
し
て
我
等
を
、
う
ら

み
給
ふ
な
、
み乱

れ
だ
れ
入
て
一
々
に
、
打
と
ら
ん
」
と
、
の
罵ヽ

し
つ
た
り
。

日日
羅ら

聞
て
、
か
ら
〳
〵
と
打
わ
ら
い
、「
い
つ
の
な
ら
ひ
に
、
お
の
れ
ら
が
、
く雲も
に
り
龍や

う
、

竹
に
と虎ら
、
し獅
子ヽ

に
ほ牡

丹
た
ん
の
、
は旗た
を
さ
し
、
わ
が
門
外
迄
ば
馬

上

し
や
う
し
て
、
あ
悪

言

く
こ
ん
を

は
申
ぞ
や
。
あ
れ
若
者
共
、
打
こ殺

せ
ろ
せ
、　
一
人
も
い生

け
て
、
か帰へ
す
な
」
と
、
た高か
ら
か
に
、

よ呼

ば
は
れ
は
、
承
り
候
と
て
、
わ我れ
お劣

ら

じ

と
ら
し
と
、
き斬
っ
て
つ
て
出
る
。

て敵

味

方

き
身
方
入
み
た
れ
、
爰こ
こ

を
さ最

後
い
こ
と
た
戦

い

ヽ
か
い
け
る
、
さ
す
か
に
よ寄

せ
て
は
た多

勢
せ
い

也
、
み味

方
か
た
は
わ
ず
か
百
人
斗ば
か
り、
み
な
う受
け
太
刀
に
な
り
け
る
が
、
つ
い
に
は
あ足
し
を
、

ふ踏

み

止

め

ず

み
と
め
ず
、
む
ら
〳
〵
ば
つ
と
引
て
入
、
門
さ
し
か
た
め
て
打
出
ず
。

三三

韓

の

臣

か
の
し
ん
、
か勝つ
に
の
り
、
あ
の
門
を
打
や
ふ
り
、
つ
け
入
せ
よ
と
い
ふ
ま
ゝ
に
、
か鉦ね

た太

鼓
い
こ
、
か
貝

の

声

い
の
こ
ゑ
、
も
ろ
共
に
、
か勝
ち
ど
き

ち
ど
き
を
つ
く
り
か
け
〳
〵
、
出
よ
〳
〵
と
お
め
き

け
る
。
日日
羅ら

将将

軍
ぐ
ん
、
其
ひ
ま
に
、
思
ひ
の
ま
ゝ
に
六
ぐ具 

*34

し
め
、
三
ま股た
の
大
な
長

刀

き
な
た
、

ゑ柄

は
八八

角
か
く
に
、
す
筋

金

ち
か
ね
入
、
七
尺
五
寸
に
こ
し
ら
へ
、
み身

は
五
尺
に
も両

刃
ろ
は
付
、
た
と

へ
ば
て
鉄

壁

つ
へ
き
、
か
岩

石

ん
せ
き
に
て
も
、
此
長
刀
に
あ
た
つ
て
は
、
く砕

け
た
け
ず
と
云
事
な
し
　

「
ひ久さ
し
く
軍
に
、
と遠を
の
き
て
、
も
物

寂

し

の
さ
ひ
し
く
思
ひ
し
に
、
お老い
の
な
ぐ
さ
み
、
こ
れ
な

ら
ん
」
と
、
め右
手て

の
か肩た
に
打
か
た
け
、
門
の
戸
び
ら
を押

し

開

し
ひ
ら
か
せ
、
ゆ
ら
り
〳
〵
と
出
け

る
は
、
と
刀

八

う
は
つ
び
毘

沙

門

し
や
も
ん 

*35

、
た
多

聞

天

も
ん
で
ん
の
、
あ現れ
た
る
け気

色
し
き
も
、
か
く
や
ら
ん
と
、

よ寄
せ
手
せ
て
も
し舌た
を
ぞ
ま巻
きき
に
け
る
。

日日
羅ら

、
長
刀
取
な直を
し
、「
い
か
に
よ寄

せ

手
せ
て
の
ぐ軍ん
兵
共
、
此
長
刀
に
て
、
打
こ
ろ
さ
れ
、

さ妻

子
い
し
に
な嘆げ
き
を
、
か
け
ん
よ
り
、
引
し
退り
そ
い
て
、
く国に
へ
か帰ゑ
れ
、
同
国
の
な情

け
さ
け
に

は
、
命
は
た
助す

け
ゑ
さ
す
へ
し
。
は恥ち
を
も
は恥ち
と
し知

り
、
さ妻

子
い
し
も
も
た
ぬ
輩
は
、
是
に
て

し娑

婆
や
ば
の
、
い
暇と
ま
を
こ
い
、
め冥

途
い
と
の
た旅び
に
、
お
赴

け

も
む
け
や
、
か
ゝ
れ
〳
〵
」
と
、
ま招ね

け
共
、
お怯
ぢ
て
ち
て
さ相う
な
く
ち近か
づ
（
六
オ
）
か
ず
、
軍
大
将
是
を
み
て
、
た
と
へ
ば
て
つ
さ
ん

な
れ
は
と
て
、「
人
ひ
と
り
、
中
に
つ包ゝ
ん
で
、
い生

け

捕

れ

け
と
れ
や
打
と
れ
や
」
と
下下
知ち

す
れ
は
、

大大

勢
ぜ
い
一
度
に
、
き切

っ

先

つ
さ
き
を
な並

べ
ら
へ
て
か
ヽ
り
け
る
。

日日
羅ら
大
ぜ
い
に
、
わ割

つ
て
入
、
お追

つ

つ
つ
つ
、
ま
く
つ
つ 

*36

、
爰
を
さ最

期
い
ご
と
、
切
め
ぐ
る
、

さ流

石
す
が
の
よ寄
せ
手

せ
て
も
、
命
に
か
け
か
へ
、
あ
ら
ざ
れ
は
、
う
潮し

ほ
の
こ如と
く
、
さ
つ
と
引
、

か重さ
ね
て
い出つ
る
、
も者の
は
な
し
。
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か
徒

武

者

ち
む
し
や
の
大
将
に
、
ほ
北

山

金

吾

く
さ
ん
き
ん
ご 

*37

と
云
あ
荒

者

ら
も
の
、　
一
文
字
に
、
か
け
出
〳
〵
、

「
あ
ゝ
を遅

れ
く
れ
た
り
め
面

々

ん
〳
〵
や
、
日日

本
ほ
ん
の
や
奴

原

つ
は
ら
が
、
見
る
め
を
も
、
は恥ぢ
さ
ら
ん
や
、

あ
の
長
刀
を
う奪ば
い
取
、
め
盲く
ら
の
つ杖ゑ
を
、
う
失し
な
ふ
こ
と
く
、
ふ
た
め
く
所
を
打
と
ら
ん
」

と
、
お
め
き
さ叫け
び
て
、
か
け
む
か
ふ
。

日日
羅ら

に
つ
こ
と
打
わ笑ら
い
、「
此
長
刀
を
と
ら
ん
と
や
、
は刃

か
た
は
お恐そ
れ
て
手
も
か
け
し
、

是
と
れ
や
、
と
ら
せ
ん
」
と
、
ゑ柄

を
さ
し
出
し
給
へ
は
、
ほ
く
さ
ん
両両
手て

に
、
む
ん
す
と
に握ぎ

り
、
い
雷かつ
ち
が
お
ち
か
ヽ
つ
て
も
、
に握ぎ
つ
た
る
ゑ
は
、
は放な
さ
し
と
、
は歯
噛
み
が
み
を
な
し
て
、

と
ら
ん
と
す
。
日日
羅ら

に
つ
こ
と
、
わ笑ら
い
な
が
ら
、
か片

手
た
て
に
て
さ
し
の
ば
し
、
と
ら
す
る
ぞ
、

と
ら
ぬ
か
と
、
す
こ
し
し沈づ
ん
で
、
も両

手
ろ
て
か
け
、
き
ん
ご
を
す
く
ひ
は
ね
上
て
、
お落

と
し
も

つ
け
ず
、
う打

つ
程
に
、
二
つ
に
な
つ
て
、
は果

て
に
け
り
。

な
南

山

ん
さ
ん
ら乱

鬼
ん
き 

*38

、
是
を
み見

て
、
あ
へ
な
き
き
ん
こ
が
、
し死

に

様

に
さ
ま
や
、
と
弔

い

ふ
ら
い
軍
に
、

日日
羅ら

が
く首び
打
て
見
せ
ん
と
て
、
お
面も

て
も
ふ
ら
ず
、
か
ヽ
り
け
る
。
日日
羅ら

は
事
共
、
思
は

ば
こ
そ
、
て
う
〳
〵
と
打
合
、
そ空

逃

げ

ら
に
げ
し
て
は
、
ひ
ら
り
と
ま
は
り
、
こ殺ろ
さ
ば
と
く
に
、

こ殺ろ
す
へ
き
が
、
心
ざ
し
の
、
や
さ
し
さ
に
、
う
け
つ
、
は
つ
い
つ
、
や
ヽ
し
ば
し
、
ほ骨ね
を

お
ら
せ
、
引
は外づ
い
て
、
て
転

倒

う
ど
う
つ
、
ゆ左

手
ん
で
の
か
た
よ
り
め右
手て

の
わ
き
ま
で
、
是
も
二
つ

に
、
な
り
に
け
る
。

せ
西

山

い
さ
ん
や妖

狐
う
こ 

*39

、
つ
つ
と
出
、「
何
と
て
お
各

々

の
〳
〵
す進ゝ
ま
ぬ
ぞ
、
か
方

々

た
〳
〵
国
を
出

し
時
、
日日
羅ら

が
く首び
は
、
わ
れ
と
ら
ん
、
い
や
た
れ
か
し
が
と
ら
ん
と
て
、
山
も
見
ぬ
ま
の

か
仮

言

葉

り
こ
と
ば
、は
や
く
も
わ忘す
れ
給
ふ
よ
な
、く
過

言

わ
ご
ん
ゆ
は
ざ
る
せ
い
ざ
ん
が
、日日
羅ら
を
打
て
、

見
せ
ん
（
六
ウ
）」
と
て
、
も持

つ
た
る
け剣ん
を
、
車
の
こ如と
く
、
ひ
ら
り
く
る
り
と
、
打
ふ
つ
て
、

ま
つ
し
く
ら
に
、
か
ゝ
り
け
る
。

日日
羅ら

長
刀
つ杖ゑ
に
つ
き
、
こ小

首
く
び
を
か
た
む
け
、
見
物
し
て
、「
わ和

殿
と
の
は
、
三三

韓
か
ん
一
ば番ん

の
、
け剣ん
の
上上
手ず
と
、
い言

わ
れ
し
も者の
、
只
今
、
こ殺ろ
さ
ん
事
の
を惜

し
さ
よ
な
、
さ最

期
い
こ
の
十

念
と唱な
へ
よ
」
と
、
い言

ふ
よ
り
は
や
く
、
う打

つ
程
に
、
是
も
二
つ
に
な
り
に
け
る
。

四
ば
ん
に
、
と
東

山

う
ざ
ん
や
夜

叉

羅

刹

し
や
ら
せ
つ 

*40

、
日日
羅ら

が
、
な
長

刀

ぎ
な
た
、
か
い
く
ゞ
り
、
こ腰し
の

よ
は
み
を
、
む
ん
す
と
だ抱

き
、「
日日
羅ら
を
は
、
く組
み
止
め

み
と
め
た
り
、
み
皆

々

な
〳
〵
、
よ寄
れ
や
寄
れ
や

れ
や
〳
〵
」
と
、

お
め
き
さ叫け
び
て
力
を
出
す
。
大大

勢
ぜ
い
と
つ
と
、
か
ヽ
り
し
を
、
こ腰し
な
る
て敵き
に
は
、
て手

も

か
け
す
、
長
刀
を
さ
し
の
ば
し
、
切
は払ら
い
〳
〵
、
こ後

詰
づ
め
の
、
や
奴

原

つ
は
ら
、
は払ら
い
の
け
、

や夜

叉

羅

刹

し
や
ら
せ
つ
か
、上
お帯び
取
、こ小

膝
ひ
ざ
か返へ
し
に
打
た倒を
し
、く首ひ
打
お
と
し
、す棄

て
け
れ
は
、

又
大
ぜ勢い
か
ヽ
り
し
を
、
な
長

刀

ぎ
な
た
も
く砕だ
け
よ
と
、
こ
虚

空

無

量

く
う
む
り
や
う 

*41

に
、
き斬
りり

け
れ
は
、

只
一
時
の
其
間
に
、
二
千
七
百
三
十
人
、
残
る
や
奴

原

つ
ば
ら
、
む
ら
〳
〵
ば
つ
と
お追

ッ

散

ら

し

つ
ち
ら
し
、

長
刀
か肩た
に
、
う
ち
か
た
け
、
し
ん
つ
〳
〵
と
引
給
ふ
。
か
の
日日
羅ら

の
御
手手

柄
か
ら
、
き貴

賤
せ
ん
上

下
を
し
な
へ
、
み皆な
ほ褒

め
ぬ
も
の
こ
そ
な
か
り
け
り

三
た
ん
め

其
後
、
は
百

済

く
さ
い
国
の
三三

韓

の

臣

か
の
し
ん
、
日日
羅ら

に
て手

痛

く

い
た
く
、
か
け
た
て
ら
れ
、
な難

波
ん
は
の

い
戦く
さ
に
、
う
ち
ま
け
て
、
兵兵
庫こ
の
う浦ら
ま
て
引
し
退り
ぞ
く
、
爰
に
て
な
内

談

い
だ
ん
、
す
る

様
は
、
さ先

手
き
て
は
か限き
り
と
、
た
戦ヽ

か
へ
と
、
こ後

詰
づ
め
の
せ勢い
の
、
な
き
ゆ
へ
に
、
身味
方方

は
敗

北

い
ほ
く
、
ぜ是
非ひ
も
な
し
。
つ筑

紫
く
し
の
は博

多
か
た
へ
、
ふ船ね
を
ま
わ
し
、
は
敗

軍

い
く
ん
の
ま
ち
、
つ

れ
て
は
百

済

く
さ
い
国
へ
、
か
開

陣

い
ち
ん
し
、
重
て
た多

勢
せ
い
お押

し

渡

し
わ
た
り
、
今
度
の
ち
恥

辱

し
よ
く
を
す
ゝ

か
ん
と
、
其
き議

尤
も
っ
と
も

然し
か
るへ
き
と
て
、
ち
筑

前

く
ぜ
ん
の
れ
ん
ぜ
ん
の
つ
、
そ
袖

の

湊

で
の
み
な
と
に
待
う
け
、

残
る
せ勢い
共
打
の
せ
て
、
は
百

済

く
さ
い
国
へ
そ
か帰へ
り
け
る

是
は
さ
て
お
き
、
に日

羅
ち
ら
将将

軍
く
ん
、
思
は
れ
し
は
、「
此
度
の
か
合

戦

つ
せ
ん
は
、
我
を
お惜

し
む

軍
な
れ
は
、
よ寄
せ
手
せ
て
と
て
も
に憎く
か
ら
ず
、
さ
の
み
に
（
七
オ
）〔
挿
絵
　
第
五
図
〕（
七
ウ
）

〔
挿
絵
　
第
六
図
〕（
八
オ
）
人
を
、
こ殺ろ
し
て
は
、
天
の
と咎が
め
も
、
お恐そ
ろ
し
し
。
さ
れ

は
と
て
、
は
百

済

く
さ
い
国
へ
か帰ゑ
れ
は
、
日日

本
ほ
ん
の
け下
知ち
に
そ背む
く
也
、
し
所

詮

よ
せ
ん
い
か
な
る
、

さ
山

林

ん
り
ん
に
も
、
す住

み
所
も
と
め
入
、
よ世

を
の
が
れ
ん
と
思
召
、
家
の
子
に
も
、
か
く
と
も

い
わ
ず
、
只
一
人
な難

波
ん
ば
を
出
、
は
林や

し
や
し
け
る
、
も
守

口

り
ぐ
ち 

*42

の
、
な
畷わ

て 

*43

の
す
へ

も
、
ひ
枚

方

ら
か
た 

*44

や
、
た
れ
か
さ定だ
め
し
、
さ蹉
跎だ
の
さ
と 

*45

、
い
石

清

水

わ
し
み
つ 

*46

に
、
す
む
月

は
、
お
男と

こ
山
お
や
、
て照

ら
す
ら
ん
。
よ淀ど
の
川
せ
の
、
あ網

代

木

し
ろ
木
に
、
打
よ
せ
か
ゝ
る
、
浪

の
つ
ゞ
み
も
、
お音と
た
か
く
、
わ渡た
せ
る
は
し
を
、
打
わ渡た
り
、
と鳥
羽ば
に
て
と
へ
ば
山
城
の
、

お
愛

宕

の

郡

た
き
の
こ
は
り
に
、
つ
き
給
ふ
。

あ愛

宕
た
こ
の
山
は
み峰ね
た高か
く
、
ふ
麓も
と
に
な流が
れ
な
が
う
し
て
、
ぜ
ゝ
の
ち
ま
た
も
大
川
、
秋

な
れ
は
こ
そ
、
木
ゝ
の
は葉

の
、
も紅

葉
み
ち
の
に
錦し
き
、
き
て
う浮

か
む
、
は春る
は
花
を
や
、
な流が
す

ら
ん
、
此
さ山

上
ん
上
を
、
見
ば
や
と
て
、
さ嵯
峨が

の
さ里と
よ
り
、
山
道
に
、
よ
ち
上
ら
せ
た給ま
ひ
け

る
。
は
る
か
に
上
り
、み見

給
へ
は
、た滝き
の
を音と
、れ
い
〳
〵
と
、そ
こ
も
に濁ご
ら
ぬ
さ
ん
か
有
、

さ
て
も
き清よ
き
、た
滝

川

き
が
は
や
と
、の
給
ひ
し
よ
り
、今
の
世
迄
も
、き
清

滝

よ
た
き
川 

*47

と
は
申
也
。

ふ不
思
議

し
き
や
、
た
滝

浪

き
な
み
、
立
さ騒わ
き
、
ひ
か
り
、
こ黄

金
が
ね
の
こ如と
く
な
る
、
大
り龍う
一
つ
、
水

を
つ伝た
い
、
日日
羅ら
を
め目

に
か
け
、
あ
ら
は
る
ゝ
、
只
一
く口ち
と
、
と
び
か
ゝ
る
。
日日
羅ら
は
け剣ん

の
、
ぬ抜

き
持
て
、
き斬

ら
ん
と
す
れ
は
水
に
入
、
出
て
は
に日

羅
ち
ら
に
、
お
ヽ
い
か
ヽ
る
、
日日
羅ら

は
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を押
し
倒
し

し
た
を
し
、
の乗

り
か
ヽ
つ
て
、
日日
羅ら

の
く首び
を
、
引
ぬ抜

か
ん
と
、
お叫め
き
し
を
日日
羅ら

は
両両
手て

を
、
さ
し
出
し
、
か
敵た
き
の
両
の
、
か
腕い
な
を
取
、
は跳

ね

返

ね
か
へ
さ
ん
、
お起

き
上
ら
ん
と
し
給
へ

とど

、
て敵き
の
力
や
ま勝さ
り
け
ん
、
思
ふ
に
か
な
わ
せ
給
は
ぬ
が
、
い
つ
ま
てで

か
く
て
有
へ
き
と
、

こ
金

剛

ん
が
う
力
を
出
し
、「
ゑ
い
や
つ
」
と
、
は跳

ね

返

ね
か
へ
し
、
か
の
ゑ似

非

者

せ
も
の
を
、
く組
み
敷
み
し
き
て
、

今
こ
そ
心
や安す
け
れ
と
、
し
ば
ら
く
、
い息き
を
そ
つ継

ぎ
給
ふ
。

し
下

た
な
る
て
敵

き
が
申
様
、「
そ
も
〳
〵
御
へ
ん
は
、
な
何

者

に
も
の
ぞ
、
こ
う
申
あ荒

者
ら
物
は
、

た
大

唐

い
と
う
の
、
ぜ
是

害

坊

が
い
ほ
う 

*55

と
て
、
せ世

界
か
い
の
天天
狗ぐ
の
つ
司か
さ
也
、
我
を
か
様
に
せ
ん

も者の
は
、
天
か
下
に
は
覚
へ
ぬ
ぞ
や
、
な名
乗の
り
給
へ
」
と
中
け
る
。

日日
羅ら
な
を
〳
〵
、
つ強よ
く
お
さ
へ
、「
さ
て
は
ま魔

障
せ
う
の
、
と
頭

領

う
り
や
う
か
や
、
我
は
日日
羅ら

将将

軍
ぐ
ん
と
て
、
此
山
に
ち地

を
し
め
て
、
大
ご
権

現

ん
げ
ん
と
あ
ら
は
れ
、
あ
ま
ね
く
衆
生
の
、

弓弓
矢
神
や
神
と
、
あ仰を
が
れ
ん
と
思
ひ
し
を
、
さ
妨ま
た
げ
ん
と
す
る
天天
狗ぐ
共
の
、
ね根

を
た
つ
て
、
は葉

を
か枯

ら
さ
ん
、
ま
づ
お
の
れ
か
ら
、
切
は
し
め
ん
」
と
、
こ腰し
な
る
け剣ん
を
、
ぬ抜

き
給
へ
は
、

せ
是

害

坊

が
い
ほ
う
、
手
を
合
、「
左
様
の
人
共
、
存
ぜ
す
し
て
、
て
敵

対

き
た
い
す
る
は
、
も
勿

体

つ
た
い
な

し
、
た助す
け
ゆ許る
さ
せ
給
ふ
な
ら
、
御
身
を
山
の
、
主
と
な
し
、
山
〳
〵
の
天天
狗く
共
、
み
な

つ使

わ

し

め

か
わ
し
め
の
、
ひ
被

官

く
わ
ん
と
な
り
、
あ愛

宕
た
ご
を
し信ん
す
る
輩
に
は
、
か
け
み〔
マ
マ
〕そ

ふ
て
守
べ
し
。

御
身
を
、
ひ誹

謗
は
う
す
る
も
の
を
ば
、
た
ち
ま
ち
に
、
け蹴

殺
こ
ろ
し
て
、
お恩ん
を
は報う
し
奉
ら
ん
、

命
を
た
す
け
て
給
は
れ
」
と
、
さ
ま
〳
〵
こ
降

参

う
さ
ん
し
た
り
け
る
。

本
よ
り
日日
羅ら

は
、
じ慈
悲ひ

ふ
か
し
、「
か
必な

ら
す
や
約

束

く
そ
く
、
た違が
ゆ
る
な
」
と
、
と
つ
て
引
た

て
、
ゆ許る
さ
れ
て
、
あ
ま
の
い
命の
ち
を
、
ひ拾ろ
い
た
り
と
、
悦
事
は
か
ぎ
り
な
し
。
大
将
だ
に

も
か
く
い言

へ
ば
、
ま
し
て
や
、
う疎と
き
天天
狗く

共
、
わ我れ
も
〳
〵
と
か
降

参

う
さ
ん
し
、
い
囲

繞

に
よ
う

か
渇

仰

つ
ご
う
申
け
る
、と
に
も
か
く
に
も
、か
の
日日
羅ら
の
御
心
、う
れ
し
き
共
」（
十
一
オ
）
中
〳
〵
、

な
に
ヽ
た喩と
へ
ん
か
た
も
な
し
。
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り
龍や
う
を
、
取
ひ拉し
か
ん
と
つ掴か
み
つ
け
は
、
ふ振

り
は放な
し
、
ふ振

り
は放な
せ
は
又
取
付
、
く
る

り
〳
〵
と
、
付
て
ま
は
り
、
つ
い
に
は
か
頭し
ら
の
、
つ角の
を
つ
か
み
、
お押
し
伏
せ

し
ふ
せ
て
、
取
お
さ

へ
、「
そ
れ
せ
潜

龍

ん
り
や
う
は
、　
一
寸
よ
り
、
天
上
の
く果わ
を
う
け
ん
と
、
大
な
る
望
有
に
よ
り
、

人
を
あ
や
ま
つ
事
は
な
し
、
お
の
れ
は
ま真事
の
龍
に
て
あ
ら
し
、
此
山
の
、
こ虎

狼
ら
う
や野

干
か
ん
、

日日
羅ら

が
心
を
、
引
な
ん
た
め
、
へ
変

化

ん
く
わ
し
て
こ
そ
出
つ
ら
ん
。
ま真事
の
す
が
た
を
、
あ
ら
は

せ
よ
」
と
、
つ角の
を
持
て
、
龍
の
か
頭う

べ
を
、
ふ
り
あ
け
〳
〵
の
給
へ
は
、
り
龍や

う
は
日日
羅ら

を

ふ
り
は放な
し
、
た
ち
ま
ち
龍
女
の
す
か
た
と
成
、「
我
り
龍

宮

う
く
う
の
、
お
乙

姫

と
ひ
め
也
、
た
貴つ

と

き
人
の
、
け
結

縁

ち
ゑ
ん
（
八
ウ
）
に
て
、
下下

界
か
い
の
く苦る
し
み
、
の
が
れ
ん
と
、
た滝き
に
す
む
事
、

一
千
年
、
只
今
、
日日
羅ら

の
御
め
に
か
ゝ
り
、
ぶ
仏

果

つ
く
わ
ぼ菩

提
だ
い
の
、
み身

と
な
り
た
り
、
あ
ら
、

有有

難
か
た
や
と
、
ら
礼

拝

い
は
い
し
、
た
滝

浪

き
な
み
を
つ伝た
ふ
事
、　
へ平

時
い
ぢ
を
あ
ゆ
む
、
こ如と
く
し
て
、

た滝き
の
上
に
そ
、
上
り
け
る
。
日日
羅ら

は
、
ふ不
思
議

し
き
の
思
ひ
を
な
し
、
た滝き
の
上
に
や
社し

ろ
を
た

て
、
す
水

神

い
し
ん
の
宮 
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と
あ
が
め
、
今
の
世
迄
も
有
と
か
や
。

そ
れ
よ
り
み峰ね
に
上
ら
る
ヽ
、
し
深

林

ん
り
ん
か通よ
は
ぬ
山
な
れ
は
、
わ若か
木
は
ゑ枝た
に
、
ゑ枝た
を

か
さ
ね
、
お老
いい

木
は
た
お
れ
、
よ
こ
た
わ
り
、
か
枳

殻

ら
た
ち
い
茨は

ら
、
お生

い

茂

り

い
し
げ
り
、
行
へ
き
様

の
な
き
ま
ゝ
に
、
つ
蔦

葛

た
か
つ
ら
に
取
付
て
、
そ
は
つ
た
い
し
給
へ
は
、
ゆ〔
マ
マ
〕

は
ね
の
し
つ
こ苔け
む

し
て
、
足
ふ
み
た
て
ん
や
う
も
な
し
。

か
ゝ
る
折
ふ
し
、山
か
け
よ
り
、そ
の
た丈け
八
尺
あ
ま
り
な
る
、い
猪のし
ヽ
一
つ
、あ
ら
は
れ
て
、

日日
羅ら

を
取
て
、ふ伏く
せ
ん
と
、き牙ば
か
み
な
ら
し
、は花な
あ
ら
し
に
、山
の
お
ち
ば
を
ふ
み
立
て
、

一
文
字
に
ち近

づ

き

か
づ
き
よ
る
。
日日
羅ら

い
猪のし

ヽ
御
ら覧ん
し
て
、「
く
屈

強

つ
き
や
う
の
、
の乗

り
物
か
な
、

き
や
つ
に
打
の乗

り
、
山
上
ま
て
、
心
や
す
く
ゆ行
か
ば
や

か
は
や
」
と
、
と
ん
で
か
ゝ
る
を
、
か掻い
く
ゞ

り
、
う
し
ろ
さ
ま
よ
り
、
ひ
ら
り
と
の乗

り 

*49

、
ひ膝ざ
に
て
し猪ヽ
の
、
ど胴

中
う
中
も
、
ち千
切ぎ

れ
て

の
け
と
し締

め
つ
け
、
ゆ弓

手
ん
て
に
て
、
み耳ヽ
を
つ
か
み
、
め馬
手て
に
は
け剣ん
を
、
ぬ抜

き
も持

つ
て
、「
お

の
れ
わ我れ
を
お負

い
な
が
ら
、
此
み峰ね
迄
つ連

れ
行
べ
し
。
お落

と
し
て
あ
誤や

ま
ち
、
さ
す
る
に
お
い

て
は
、
此
け剣ん
に
つ
貫ら
ぬ
き
て
、
た谷に
の
は葉

屑
く
す
と
成
へ
き
そ
、
命
を惜し
く
は
つ連

れ
ゆ
け
」
と
、

け剣ん
の
ひ平ら
に
て
う
ち
給
へ
は
、
さ流

石
す
か
に
た猛け
き
い
猪のし
ヽ
も
、
ぜ是
非ひ
に
か敵な
は
ぬ
、
お重も

ぶ
り
に
て
、
い岩わ
を
つ伝た
へ
て
、
は
る
か
の
み峰ね
へ
そ
上
ら
る
 ヽ*50

。

み峰
ね
に
も
な
れ
は
、
日日
羅ら
ひ
ら
り
と
、
と飛

び

降

り

て

ひ
お
り
て
、「
近
比
、
ほ
骨

折

ね
お
り
〳
〵
や
」
と
、

し猪ヽ
の
せ背

中
な
か
を
、
な撫

て
給
へ
は
、
し猪ヽ
は
た
ち
ま
ち
、
ち稚
児ご
と
成
、「
わ
れ
天天

竺
ち
く
の
は

く
そ
ん
王
也 

*51

。
お多ゝ
く
の
し猪（
獅
子
か
）ヽを

、
そ
な
へ
に
取
、
其
つ罪み
む報

い
く
い
て
、
し猪ヽ
と
な
り
、

あ
葦

原

し
は
ら
国
の
山
ゝ
を
、
め
ぐ
り
〳
〵
て
今
爰
に
、
に日

羅
ち
ら
を
お負

い
た
る
、
く功

徳
と
く
に
よ
り
、

成
仏
と
得

脱

く
だ
つ
仕
る
、残
る
山
の
い
猪のし
ヽ
共
、つ使

わ

し

め

か
わ
し
め
に
、ま参い
ら
す
る
、い
暇と
ま
申
て
、

さ
ら
ば
」
と
て
、天
の
ほ本

土
ん
と
に
、か
へ
り
け
る
、日日
羅ら
は
、き希

代
た
い
」（
九
オ
）〔
挿
絵
　
第
七
図
〕

（
九
ウ
）〔
挿
絵
　
第
八
図
〕（
十
オ
）の
事
な
り
と
、あ
と
を
見
お
く
り
給
ふ
時
、そ空ら
に
わ
か
に
、

か掻

き
く曇も
り
、
雨
は
、
し篠の
に
て
、
つ
く
が
こ如と
く
、
ら雷い
て天ん
、
い
雷かづ

ち
、
な鳴

り
わ
た
り
、

山
は
う動ご
き
て
、し
震

動

ん
ど
う
し
、た谷に
の
あ
嵐ら

し
は
、大大

木
ほ
く
を
、ね根

よ
り
み峰ね
迄
、ふ
き
上
る
、

大
ば
盤

石

ん
じ
や
く
も
、
お躍ど
り
上
り
、
山
中
、
ち
昼

夜

や
う
や
の
、
や闇み
と
な
る
、
す杉ぎ
た
つ
さ沢は
を
、

見
給
へ
は
、
天天
狗ぐ

あ
ま
た
、
へ
遍

満

ん
ま
ん
し
、
こ
梢

々

ず
へ
〳
〵
に
、
火
を
と灯ぼ
す
は
、
只
ま
万

灯

ん
と
う

の
、
こ如と
く
也
。

日日
羅ら

此
由
、
御
ら覧ん
し
て
、「
に憎く
き
ま魔

障
せ
う
の
、
わ
禍

ひ

ざ
は
ひ
か
な
、
出
〳
〵
天天
狗ぐ

の
火
を
け消

さ
ん
と
、
日日
羅ら
の
両
の
御
か肩た
よ
り
、
ひ
光か
り
た
つ
事
、
く
火

焔

わ
ゑ
ん
の
こ
と
く 
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、
天天
狗ぐ
の

火
は
一
度
に
き消

へ
、
山
中
ひ
つ
そ
と 

*53

な
り
に
け
り
。
此
と
き
よ
り
も
、
あ愛

宕
た
ご
の
神
を
、

ひ火

伏
ふ
せ
の
神
と
は
申
也
。

其
後
、
は
林や

し
の
木
の
ま間

よ
り
、
せ背い
の
高
さ
、　
一
丈
あ
ま
り
、
か
頭し

ら
は
く熊ま
の
く〔
こ
カ
〕と

く
、
両
が眼ん
は
、
あ
暁かつ

き
の
明
星
の
か
輝ゝ

や
く
ふ風

情
ぜ
い
、
し
赤

面

や
く
め
ん
に
、
こ
高

梁

う
り
や
う

は鼻な
、
く口ち
は
み耳ゝ
の
き際は
ま
で
き切

れ
、
か
金

砕

棒

な
ざ
い
ぼ
う
を
、
つ杖ゑ
に
つ
き
、
あ歩ゆ
み
よ
つ

て
、
い言

ふ
様
は
「
そ
も
此
山
は
天天
狗ぐ

共
、
ゆ
遊

興

ふ
き
や
う
の
所
也
、
う有
漏ろ

の
身 

*54

に
て
ま参い
る
事
、

き
奇

怪

つ
く
わ
い
也
、
ら
狼

藉

う
ぜ
き
也
、
い急

ひ
そ
ひ
で
ふ
麓も
と
へ
、
さ下

が
り
給
へ
、
の
び
〳
〵
に
心
へ得

て
、

我
ば
し
う恨ら
み
給
ふ
な
」と
、は
つ
た
と
に睨ら
ん
で
申
せ
し
は
、ここ
と
ご
と
し
く

と
〳
〵
敷
こ
そ
見
へ
に
け
れ
。

日日
羅ら

、
き彼

奴
や
つ
を
、
あ荒

ら
で
ヽ
は
、
中
〳
〵
て手

元
も
と
へ
、
ち近

づ

く

ま

じ

か
づ
く
ま
し
、
た
謀ばか

つ
て
、

く組

み

止

め

み
と
め
ん
と
、
わ
さ
と
こ声ゑ
を
ふ震る
は
か
し
、
か肩

身
た
み
を
す
ぼ
め
、
つ
蹲

い

く
ば
い
よ
り
、「
我

は
い異

国
こ
く
の
者
な
れ
は
、
か
く
共
し知ら
で
参
た
り
、
ま真

っ

平

つ
ひ
ら
ゆ許る
し
給
へ
や
」
と
、
そ虚

手
ら
で

を
合
、
ち近

づ

き

か
つ
き
て
、
ゑ
た
り
や
あ
ふ
と
、
ひ引

っ

組

ん

だ

つ
く
ん
た
り
、
く
件だ
ん
の
ゑ似
非せ
も者の
、
こ声ゑ
を

あ挙

け
、「
あ
ら
む無

念
ね
ん
や
、
口
お惜

し
や
、
た
謀ば

か
ら
れ
て
も
、
く組

み

負

け

み
ま
け
し
」
と
、
日日
羅ら

を
中

に
引
上
て
、
十十

丈
で
う
ば
か
り
の
、
た
谷

底

に
そ
こ
へ
、
ゑ
い
や
つ
と
、
な投

げ
け
れ
は
、
日日
羅ら
ひ
ら
り

と
、
と飛

び
か
へ
り
、
又
く曲

者
せ
物
に
い抱だ
き
つ
く
、
き彼

奴
や
つ
は
本
よ
り
大
力
、
日日
羅ら
を
つ
か
ん

で
、
今
度
は
又
、
は
る
か
の
み峰ね
へ
、
な投

け
上
た
り
、
日日
羅ら

も
せ
仙

術

ん
じ
ゆ
つ
、
お
行こ

な
へ
ば
、

又
み峰ね
よ
り
も
、
と飛
び
降
り

び
お
り
て
、
は羽ね
は
み微

塵
ち
ん
に
な
る
と
て
も
、
お
」（
十
ウ
）
の
れ
を
は
、

あ
ま
さ
じ
と
、
つ突

き

放

き
は
な
せ
は
、
つ
か
み
付
、
お押

し

つ

押

さ

れ

つ

し
つ
お
さ
れ
つ
、
か
け
つ
か
ら
ん
ず
、「
ゑ

い
や
〳
〵
」
と
ゑ
い
こ声ゑ
あ
げ
、
二
時
斗ば
か
り

く組
み
合
ひ

み
あ
ひ
し
が
、
日日
羅ら

せ精

気
い
き
や
、
つ疲か
れ
け
ん
、

す少こ
し
あ足し
た
ち
、
か肩

下

が

り

た
さ
が
り
に
、
よ
ろ
〳
〵
と
、
な
る
所
を
、「
ゑ
た
り
や
あ
ふ
」
と
、
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を押
し
倒
し

し
た
を
し
、
の乗

り
か
ヽ
つ
て
、
日日
羅ら

の
く首び
を
、
引
ぬ抜

か
ん
と
、
お叫め
き
し
を
日日
羅ら

は
両両
手て

を
、
さ
し
出
し
、
か
敵た

き
の
両
の
、
か
腕い

な
を
取
、
は跳

ね

返

ね
か
へ
さ
ん
、
お起

き
上
ら
ん
と
し
給
へ

とど

、
て敵き
の
力
や
ま勝さ
り
け
ん
、
思
ふ
に
か
な
わ
せ
給
は
ぬ
が
、
い
つ
ま
てで

か
く
て
有
へ
き
と
、

こ
金

剛

ん
が
う
力
を
出
し
、「
ゑ
い
や
つ
」
と
、
は跳

ね

返

ね
か
へ
し
、
か
の
ゑ似

非

者

せ
も
の
を
、
く組
み
敷
み
し
き
て
、

今
こ
そ
心
や安す
け
れ
と
、
し
ば
ら
く
、
い息き
を
そ
つ継

ぎ
給
ふ
。

し
下

た
な
る
て
敵

き
が
申
様
、「
そ
も
〳
〵
御
へ
ん
は
、
な
何

者

に
も
の
ぞ
、
こ
う
申
あ荒

者
ら
物
は
、

た
大

唐

い
と
う
の
、
ぜ
是

害

坊

が
い
ほ
う 
*55

と
て
、
せ世

界
か
い
の
天天
狗ぐ
の
つ
司か
さ
也
、
我
を
か
様
に
せ
ん

も者の
は
、
天
か
下
に
は
覚
へ
ぬ
ぞ
や
、
な名
乗の

り
給
へ
」
と
中
け
る
。

日日
羅ら
な
を
〳
〵
、
つ強よ
く
お
さ
へ
、「
さ
て
は
ま魔

障
せ
う
の
、
と
頭

領

う
り
や
う
か
や
、
我
は
日日
羅ら

将将

軍
ぐ
ん
と
て
、
此
山
に
ち地

を
し
め
て
、
大
ご
権

現

ん
げ
ん
と
あ
ら
は
れ
、
あ
ま
ね
く
衆
生
の
、

弓弓
矢
神
や
神
と
、
あ仰を
が
れ
ん
と
思
ひ
し
を
、
さ
妨ま
た
げ
ん
と
す
る
天天
狗ぐ
共
の
、
ね根

を
た
つ
て
、
は葉

を
か枯

ら
さ
ん
、
ま
づ
お
の
れ
か
ら
、
切
は
し
め
ん
」
と
、
こ腰し
な
る
け剣ん
を
、
ぬ抜

き
給
へ
は
、

せ
是

害

坊

が
い
ほ
う
、
手
を
合
、「
左
様
の
人
共
、
存
ぜ
す
し
て
、
て
敵

対

き
た
い
す
る
は
、
も
勿

体

つ
た
い
な

し
、
た助す
け
ゆ許る
さ
せ
給
ふ
な
ら
、
御
身
を
山
の
、
主
と
な
し
、
山
〳
〵
の
天天
狗く
共
、
み
な

つ使

わ

し

め

か
わ
し
め
の
、
ひ
被

官

く
わ
ん
と
な
り
、
あ愛

宕
た
ご
を
し信ん
す
る
輩
に
は
、
か
け
み〔
マ
マ
〕そ

ふ
て
守
べ
し
。

御
身
を
、
ひ誹

謗
は
う
す
る
も
の
を
ば
、
た
ち
ま
ち
に
、
け蹴

殺
こ
ろ
し
て
、
お恩ん
を
は報う
し
奉
ら
ん
、

命
を
た
す
け
て
給
は
れ
」
と
、
さ
ま
〳
〵
こ
降

参

う
さ
ん
し
た
り
け
る
。

本
よ
り
日日
羅ら

は
、
じ慈
悲ひ

ふ
か
し
、「
か
必な

ら
す
や
約

束

く
そ
く
、
た違が
ゆ
る
な
」
と
、
と
つ
て
引
た

て
、
ゆ許る
さ
れ
て
、
あ
ま
の
い
命の
ち
を
、
ひ拾ろ
い
た
り
と
、
悦
事
は
か
ぎ
り
な
し
。
大
将
だ
に

も
か
く
い言

へ
ば
、
ま
し
て
や
、
う疎と
き
天天
狗く

共
、
わ我れ
も
〳
〵
と
か
降

参

う
さ
ん
し
、
い
囲

繞

に
よ
う

か
渇

仰

つ
ご
う
申
け
る
、と
に
も
か
く
に
も
、か
の
日日
羅ら
の
御
心
、う
れ
し
き
共
」（
十
一
オ
）
中
〳
〵
、

な
に
ヽ
た喩と
へ
ん
か
た
も
な
し
。

 

以
上
、
三
段
目
ま
で
。

『古浄瑠璃正本集成』五（角川書店、一九六六）より
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（
六
二
六
）
五
月
に
死
没
。

*25 

紀
国
造
押
勝
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
日
羅
を
召
喚
す
る
た
め
百
済
へ
派
遣
さ
れ
た
が
威
徳
王
に

拒
否
さ
れ
帰
還
し
た
。

*26 

吉
備
海
部
直
羽
嶋
。
紀
押
勝
と
と
も
に
日
羅
の
召
喚
を
百
済
王
に
拒
否
さ
れ
た
。
同
年
再
派
遣
さ
れ
る

と
百
済
王
を
介
さ
ず
日
羅
に
会
い
、
そ
の
助
言
を
得
て
日
羅
と
と
も
に
帰
国
し
た
。

*27 

え
ん
い
ん
（
延
引
）
の
連
声
。
浄
瑠
璃
『
箱
根
山
合
戦
』
四
「
か
か
る
所
に
若
君
、
ち
こ
く
ゑ
ん
に
ん

す
る
ゆ
へ
に
、」

*28 

以
下
、
日
羅
が
聖
徳
太
子
を
見
破
り
拝
礼
す
る
場
面
は
『
聖
徳
大
士
伝
暦
』、『
三
宝
絵
』
中
、『
法
華
験
記
』

上
ほ
か
に
み
え
る
。

*29 『
淮
南
子
』
な
ど
に
あ
る
羿
の
逸
話
。『
太
平
記
』
巻
十
二
に
も
記
載
。

*30 

月
の
世
界
に
住
む
と
い
う
伝
説
上
の
男
。
呉
剛
と
い
い
、
月
の
桂
を
伐
っ
て
仙
薬
と
す
る
と
い
う
。『
梁

塵
秘
抄
』「
月
は
船
星
は
白
波
雲
は
海
　
い
か
に
漕
ぐ
ら
ん
桂
男
は
た
だ
一
人
し
て
」、『
譬
喩
尽
』「
月

を
久
ふ
詠
め
て
居
ぬ
も
の
。
月
の
中
の
桂
男
に
招
か
る
る
と
三
年
の
中
に
死
ぬ
る
」。
後
半
の
桂
川
の

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
。

*31 

い
わ
ゆ
る
「
月
の
兎
」
説
話
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
由
来
し
、
日
本
で
も
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
十
三
話
、

『
壒
嚢
鈔
』、『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄
』
な
ど
に
見
え
る
。

*32
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
日
羅
は
難
波
館
（
難
波
津
に
置
か
れ
た
迎
賓
館
）
に
滞
在
し
た
。

*33
『
日
本
書
紀
』
に
、
日
羅
と
と
も
に
来
日
し
、
暗
殺
に
加
わ
っ
た
百
済
官
人
と
し
て
徳
爾
の
名
が
あ
る
。

「
せ
つ
さ
ん
の
ぢ
ん
く
わ
ん
」「
さ
こ
く
し
ら
ん
」
は
未
詳
。

*34 

六
種
を
も
っ
て
一
揃
え
と
す
る
武
具
。

*35 

兜
跋
毘
沙
門
天
の
こ
と
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
上
「
か
の
刀
八
毘
沙
門
の
悪
魔
降
伏
の
た
め
に
、」

*36 

追
つ
捲
つ
。
浄
瑠
璃
『
四
天
王
高
名
物
語
』
三
「
お
も
て
も
ふ
ら
ず
を
っ
つ
ま
く
っ
つ
た
た
か
ひ
け
る
」

*37 

北
山
金
吾
、
か
。
未
詳
。

*38 

南
山
乱
鬼
、
か
。
未
詳
。

*39 

西
山
妖
虎
、
か
。
未
詳
。

*40 

東
山
夜
叉
羅
刹
、
か
。
未
詳
。

*41 

め
っ
た
や
た
ら
。
虚
空
無
性
、
虚
空
無
天
。『
見
外
白
宇
瑠
璃
』
一
「『
よ
き
結
縁
ぞ
』
と
て
、
こ
く
う

無
性
に
尊
が
り
」

*42 

大
阪
府
守
口
市
。
府
の
北
東
部
、
淀
河
左
岸
に
位
置
す
る
。
東
海
道
守
口
の
宿
が
あ
っ
た
。

*43 

大
阪
市
四
條
畷
市
。
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、
生
駒
山
地
か
ら
北
部
は
枚
方
山
地
。

*44 

大
阪
府
枚
方
市
。
琵
琶
湖
か
ら
大
阪
湾
に
至
る
中
央
低
地
。

*45 

大
阪
府
、
旧
北
河
内
郡
蹉
跎
村
。
現
在
の
枚
方
市
の
南
西
部
。
蹉
跎
神
社
（
枚
方
市
）
は
蹉
跎
天
満
宮

と
も
い
わ
れ
る
。

*46 

京
都
府
八
幡
市
八
幡
高
坊
、
男
山
に
あ
る
神
社
。
旧
官
幣
大
社
。
皇
室
の
宗
廟
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。

*47 

小
野
郷
村
（
現
北
区
）
の
桟
敷
ヶ
嶽
を
水
源
と
し
て
、
愛
宕
山
の
東
麓
か
ら
保
津
川
（
桂
川
）
に
注
ぐ
川
。

*48 

清
瀧
神
社
。『
愛
宕
山
白
雲
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
大
宝
年
中
、
役
小
角
と
雲
遍
上
人
が
山
に
登
り
、

清
瀧
に
至
っ
た
と
き
地
蔵
、
龍
樹
、
富
楼
那
、
毘
沙
門
（
あ
る
い
は
愛
染
明
王
を
加
え
五
仏
）
が
現
れ

光
を
放
っ
た
。
ま
た
大
杉
の
上
に
天
竺
の
大
夫
日
羅
、
唐
土
の
大
夫
善
界
、
日
本
の
太
郎
房
が
出
現
し
、

山
の
守
護
を
宣
し
た
。
そ
の
た
め
小
角
、
雲
遍
は
杉
樹
を
清
瀧
四
所
明
神
と
し
て
千
手
観
音
を
安
置
し

た
と
い
う
。
な
お
龍
神
を
教
化
す
る
逸
話
は
能
『
愛
宕
空
也
』
に
通
じ
る
。

*49 

新
田
忠
常
が
大
猪
に
飛
び
乗
る
描
写
を
ふ
ま
え
る
か
。『
曾
我
物
語
』巻
八「
避
く
べ
き
隙
も
な
け
れ
ば
、

忠
経
力
及
ば
ず
、
猪
に
逆
に
ぞ
乗
つ
た
り
け
る
。
手
綱
も
な
け
れ
ば
、
猪
の
尾
を
手
綱
と
し
て
三
町
ば

か
り
ぞ
あ
が
か
せ
け
る
。」

*50 

猪
に
乗
る
勝
軍
地
蔵
像
は
、
同
じ
く
軍
神
で
あ
る
摩
利
支
天
と
の
混
交
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。『
子
や
す
物
語
』「
あ
る
と
き
は
い
く
さ
か
み
（
軍
神
）
と
な
つ
て
は
し
ら
い
（
白
猪
）
に
の
り
」

*51 

若
月
保
雄
は
「
は
ん
ぞ
く
王
」
と
す
る
。
班
足
王
は
『
賢
愚
経
』、
お
伽
草
子
『
玉
藻
の
前
』
な
ど
に

登
場
す
る
天
竺
の
王
。

*52
『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
十
二
年
に
、「
時
日
羅
身
光
有
如
火
焔
。
由
是
徳
爾
等
恐
而
不
殺
。」
と
あ
り
、

日
羅
が
光
を
放
つ
こ
と
炎
の
よ
う
で
あ
っ
た
た
め
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
徳
爾
ら
が
怖
れ
た
と
い
う
。
炎

の
よ
う
に
光
を
放
つ
と
い
う
表
現
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
そ
の
他
で
も
あ
ら
わ
れ
、
日
羅
の
異
人
性
を

示
す
特
徴
。

*53 

ひ
っ
そ
り
に
同
じ
。浄
瑠
璃『
四
天
王
最
後
』四「
つ
ぎ
の
ま
に
入
、
ひ
っ
そ
と
な
り
を
し
づ
め
た
る
所
に
」

*54 

煩
悩
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
凡
夫
の
身
。

*55 

唐
の
天
狗
。『
是
害
房
絵
』
で
は
大
唐
の
天
狗
の
首
領
仏
法
障
碍
の
た
め
来
日
す
る
が
比
叡
山
の
高
僧

に
撃
退
さ
れ
た
と
い
う
。『
是
害
房
絵
』
に
も
と
づ
く
能
「
善
界
」（
是
我
意
）
が
あ
る
。
久
留
島
元
「
天

狗
説
話
の
展
開
―
「
愛
宕
」
と
「
是
害
坊
」
―
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
集
会
45
　
怪
異
・

妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
ウ
チ
と
ソ
ト
の
視
点
か
ら
』
二
〇
一
五
年
一
月
。

京都精華大学紀要　第五十四号

*1  
若
月
『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
桜
井
書
店
、
一
九
四
三
年

*2 
ア
ン
ヌ
・
マ
リ 

プ
ッ
シ
ィ
「
愛
宕
山
の
山
岳
信
仰
」
五
来
重
編
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
11
　
近
畿
霊

山
と
修
験
道
』
名
著
出
版
、
一
九
七
八
年
。

*3  

聖
徳
太
子
伝
に
お
け
る
日
羅
伝
承
に
つ
い
て
は
松
本
真
輔
「
日
羅
渡
来
説
話
か
ら
見
た
聖
徳
太
子
伝
の

「
古
典
知
」」『
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
五
　
も
う
一
つ
の
古
典
知
　
前
近
代
日
本
の
知
の
可
能
性
』勉
誠
出
版
、

二
〇
一
二
年
参
照
。

*4 

『
神
道
大
系
論
説
編
二
〇
　
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
。
寛
永
末
か
ら

正
保
二
年
（
一
六
四
〇
ご
ろ
～
一
六
四
五
ご
ろ
）
に
成
立
、
全
国
の
神
社
の
縁
起
を
集
成
し
つ
つ
神
仏

習
合
を
批
判
し
た
内
容
。
愛
宕
山
の
項
目
で
は
「
愛
当
山
の
神
は
日
羅
の
霊
な
り
」
と
記
さ
れ
、
具
体

的
に
は
駿
府
で
幕
下
（
家
康
）
が
言
及
し
た
の
を
聞
い
た
、
と
し
て
い
る
。

*5 

東
洋
文
庫
『
看
羊
録
　
朝
鮮
儒
者
の
日
本
抑
留
記
』
平
凡
社
、
一
九
八
四
年
。
慶
長
の
役
で
藤
堂
高
虎

軍
の
捕
虜
と
な
っ
た
朝
鮮
儒
者
の
手
記
。
一
六
〇
〇
年
釈
放
さ
れ
、
王
に
日
本
の
情
勢
を
報
告
し
た
内

容
を
再
編
し
五
四
年
成
立
、
五
六
年
刊
。
愛
宕
山
に
つ
い
て
は
「
新
羅
人
日
羅
」
で
あ
り
倭
人
は
「
太

郎
房
」「
愛
宕
山
権
現
の
守
り
神
と
し
て
尊
び
祀
」
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

*6 

医
師
で
あ
っ
た
竹
田
定
盛
（
一
四
二
一
～
一
五
〇
八
）
晩
年
の
作
品
と
い
う
。
絵
巻
『
是
害
房
絵
』
に

材
を
と
り
、
大
唐
の
天
狗
、
善
界
が
愛
宕
の
太
郎
坊
の
案
内
で
比
叡
山
の
高
僧
に
挑
む
が
撃
退
さ
れ
る

内
容
。

*7 

愛
宕
山
縁
起
に
よ
れ
ば
、
愛
宕
山
は
大
宝
年
間
に
役
小
角
と
泰
澄
が
地
蔵
な
ど
五
仏
や
三
国
の
天
狗
に

よ
る
啓
示
を
う
け
て
開
い
た
と
い
う
。
は
や
く
横
川
景
三
『
愛
宕
護
山
修
造
幹
縁
硫
井
　
序
』（
延
応
四

年
、
一
四
九
二
）
に
記
さ
れ
、
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』『
山
城
名
勝
志
』
ほ
か
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

徳
田
和
夫
「
寺
社
縁
起
と
文
化
現
象
―
愛
宕
山
縁
起
を
巡
っ
て
・
も
う
一
つ
の
是
害
房
説
話
―
」『
中

世
文
学
と
隣
接
諸
学
８
　
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
三
年
。

*8 

鎌
倉
期
成
立
の
絵
巻
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
第
二
話
、『
真
言
伝
』
慈
忍
伝
な
ど
と
同
じ
く
唐
の
天

狗
が
比
叡
山
の
高
僧
に
撃
退
さ
れ
る
物
語
を
描
く
。
最
古
本
で
あ
る
曼
殊
院
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
延
慶

元
年
（
一
三
〇
八
）
に
成
立
し
た
も
の
が
転
写
さ
れ
た
。

*9 

明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
秋
成
立
、
詞
書
は
正
三
位
橋
本
公
夏
、
絵
は
土
佐
光
信
か
と
さ
れ
る
。
細
川

政
元
に
よ
っ
て
製
作
、
奉
納
さ
れ
た
。
百
済
僧
日
羅
が
聖
徳
太
子
の
命
令
に
よ
り
摂
津
国
剣
尾
山
で
霊

木
を
発
見
し
、
天
狗
の
来
遊
す
る
地
を
お
さ
め
て
槻
峯
寺
を
建
立
す
る
。

*10 

作
者
は
観
世
信
光
（
一
四
五
〇
～
一
五
一
六
）。
空
也
が
愛
宕
山
の
龍
神
を
教
化
す
る
内
容
。

*11 

愛
宕
信
仰
に
つ
い
て
は
近
藤
謙
「
ア
タ
ゴ
の
神
の
変
貌
」『
平
成
二
十
三
年
度
特
別
展
　
愛
宕
山
を
め

ぐ
る
神
と
仏
』
佛
教
大
学
宗
教
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
一
二
年
四
月
が
詳
し
い
。

*12 

寛
文
期
中
型
本
。
天
下
一
丹
波
少
掾
平
正
信
直
正
本
、
板
木
は
江
戸
の
板
木
屋
彦
右
衛
門
。

*13 

日
羅
は
百
済
の
達
卒
、
火
葦
北
国
造
（
肥
後
国
葦
北
郡
）、
阿
利
斯
登
の
子
。『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇

十
二
年
七
月
に
来
日
し
た
が
、
十
二
月
に
暗
殺
さ
れ
た
。
解
題
参
照
。

*14 

用
明
天
皇
の
皇
子
。
厩
戸
豊
聡
耳
皇
子
、
上
宮
太
子
な
ど
と
も
い
う
。
実
伝
は
不
明
だ
が
、
推
古
天
皇

の
摂
政
と
し
て
蘇
我
馬
子
と
と
も
に
内
政
、
外
交
に
尽
力
し
、
仏
教
政
策
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
代
記
は
『
聖
徳
太
子
伝
曆
』
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
伝
説
化
し
、
日
本
仏
教
の
祖
と
し
て
重
視

さ
れ
た
。

*15 

仏
菩
薩
が
威
徳
や
智
慧
の
力
を
や
わ
ら
げ
、
仮
に
現
世
の
衆
生
に
あ
ら
わ
す
光
。

*16 

山
城
国
に
あ
っ
た
郡
。
最
北
部
に
位
置
し
、
東
に
比
叡
山
、
北
に
金
毘
羅
山
・
鞍
馬
山
が
連
な
る
。
愛

宕
山
は
本
来
葛
野
郡
に
属
す
る
が
、
同
字
表
記
の
た
め
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
た
。

*17 

京
都
市
西
北
隅
に
位
置
し
、
丹
波
と
の
国
境
。
古
く
は
丹
波
国
に
属
し
た
。
標
高
九
二
四
メ
ー
ト
ル
。

中
国
の
五
台
山
に
擬
し
て
山
中
に
朝
日
・
大
鷲
・
高
尾
・
鎌
倉
・
竜
上
の
五
峯
が
あ
り
、
頂
上
に
愛
宕

神
社
、
東
の
峯
に
月
輪
寺
が
あ
る
。

*18 

坂
上
田
村
麻
呂
が
東
征
の
際
、
勝
敵
毘
沙
門
と
対
で
祈
っ
た
と
さ
れ
、
武
装
し
た
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

『
承
久
三
年
四
年
日
次
記
』
に
初
見
、
東
大
寺
僧
聖
覚
が
後
鳥
羽
院
の
命
令
で
造
立
し
幕
府
調
伏
を
祈

祷
し
た
。
そ
の
信
仰
は
『
蓮
華
三
昧
経
』
に
拠
る
と
さ
れ
、
良
助
法
親
王
（
一
二
六
八
～
一
三
一
八
）

が
定
着
に
関
わ
っ
た
と
い
う
。
黒
田
智
『
中
世
肖
像
の
文
化
史
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
七
年
。

*19 

敏
達
天
皇
。
第
三
〇
代
天
皇
。
欽
明
天
皇
の
子
。
在
位
五
七
二
～
五
八
五
。

*20 

菩
薩
な
ど
が
姿
を
か
え
て
衆
生
を
す
く
う
た
め
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
。

*21 

大
伴
糠
手
子
（
お
お
と
も
の
の
ぬ
か
て
こ
）。
小
手
子
の
父
。
名
は
奴
加
之
古
と
も
い
う
。
敏
達
天
皇

十
二
年
、
百
済
か
ら
招
か
れ
た
日
羅
に
任
那
再
興
策
を
た
ず
ね
た
と
い
う
。

*22 

物
部
尾
輿
の
子
。
物
部
弓
削
守
屋
と
も
い
う
。
敏
達
、
用
明
天
皇
に
仕
え
、
排
仏
政
策
を
主
張
し
た
。

用
明
天
皇
二
年
（
五
八
七
）、
擁
立
し
た
穴
穂
部
皇
子
が
蘇
我
馬
子
に
殺
さ
れ
た
た
め
孤
立
、
居
住
す

る
河
内
国
渋
河
で
敗
死
し
た
。

*23 
大
連
、
大
伴
金
村
の
子
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
宣
化
天
皇
二
年
に
朝
鮮
に
渡
り
、
任
那
を
鎮
め
新

羅
を
斥
け
た
。ま
た
欽
明
天
皇
二
十
三
年
に
は
兵
を
率
い
て
高
句
麗
を
打
ち
破
っ
た
。『
肥
前
国
風
土
記
』

松
浦
郡
条
な
ど
に
松
浦
佐
用
姫
を
め
ぐ
る
伝
承
が
み
え
る
。

*24 

蘇
我
稲
目
の
子
。
仏
教
政
策
を
と
り
、
用
明
天
皇
二
年
、
物
部
守
屋
、
穴
穂
部
皇
子
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
崇

峻
天
皇
を
た
て
る
が
、
同
五
年
、
天
皇
を
暗
殺
し
推
古
天
皇
を
即
位
さ
せ
た
。
推
古
天
皇
三
十
四
年
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古浄瑠璃「あたごの本地」を読む

（
六
二
六
）
五
月
に
死
没
。

*25 
紀
国
造
押
勝
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
日
羅
を
召
喚
す
る
た
め
百
済
へ
派
遣
さ
れ
た
が
威
徳
王
に

拒
否
さ
れ
帰
還
し
た
。

*26 

吉
備
海
部
直
羽
嶋
。
紀
押
勝
と
と
も
に
日
羅
の
召
喚
を
百
済
王
に
拒
否
さ
れ
た
。
同
年
再
派
遣
さ
れ
る

と
百
済
王
を
介
さ
ず
日
羅
に
会
い
、
そ
の
助
言
を
得
て
日
羅
と
と
も
に
帰
国
し
た
。

*27 

え
ん
い
ん
（
延
引
）
の
連
声
。
浄
瑠
璃
『
箱
根
山
合
戦
』
四
「
か
か
る
所
に
若
君
、
ち
こ
く
ゑ
ん
に
ん

す
る
ゆ
へ
に
、」

*28 

以
下
、
日
羅
が
聖
徳
太
子
を
見
破
り
拝
礼
す
る
場
面
は
『
聖
徳
大
士
伝
暦
』、『
三
宝
絵
』
中
、『
法
華
験
記
』

上
ほ
か
に
み
え
る
。

*29 『
淮
南
子
』
な
ど
に
あ
る
羿
の
逸
話
。『
太
平
記
』
巻
十
二
に
も
記
載
。

*30 

月
の
世
界
に
住
む
と
い
う
伝
説
上
の
男
。
呉
剛
と
い
い
、
月
の
桂
を
伐
っ
て
仙
薬
と
す
る
と
い
う
。『
梁

塵
秘
抄
』「
月
は
船
星
は
白
波
雲
は
海
　
い
か
に
漕
ぐ
ら
ん
桂
男
は
た
だ
一
人
し
て
」、『
譬
喩
尽
』「
月

を
久
ふ
詠
め
て
居
ぬ
も
の
。
月
の
中
の
桂
男
に
招
か
る
る
と
三
年
の
中
に
死
ぬ
る
」。
後
半
の
桂
川
の

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
。

*31 

い
わ
ゆ
る
「
月
の
兎
」
説
話
。
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
由
来
し
、
日
本
で
も
『
今
昔
物
語
集
』
巻
五
第
十
三
話
、

『
壒
嚢
鈔
』、『
法
華
経
鷲
林
拾
葉
抄
』
な
ど
に
見
え
る
。

*32
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
日
羅
は
難
波
館
（
難
波
津
に
置
か
れ
た
迎
賓
館
）
に
滞
在
し
た
。

*33
『
日
本
書
紀
』
に
、
日
羅
と
と
も
に
来
日
し
、
暗
殺
に
加
わ
っ
た
百
済
官
人
と
し
て
徳
爾
の
名
が
あ
る
。

「
せ
つ
さ
ん
の
ぢ
ん
く
わ
ん
」「
さ
こ
く
し
ら
ん
」
は
未
詳
。

*34 

六
種
を
も
っ
て
一
揃
え
と
す
る
武
具
。

*35 

兜
跋
毘
沙
門
天
の
こ
と
。
金
刀
比
羅
本
『
保
元
物
語
』
上
「
か
の
刀
八
毘
沙
門
の
悪
魔
降
伏
の
た
め
に
、」

*36 

追
つ
捲
つ
。
浄
瑠
璃
『
四
天
王
高
名
物
語
』
三
「
お
も
て
も
ふ
ら
ず
を
っ
つ
ま
く
っ
つ
た
た
か
ひ
け
る
」

*37 

北
山
金
吾
、
か
。
未
詳
。

*38 

南
山
乱
鬼
、
か
。
未
詳
。

*39 

西
山
妖
虎
、
か
。
未
詳
。

*40 

東
山
夜
叉
羅
刹
、
か
。
未
詳
。

*41 

め
っ
た
や
た
ら
。
虚
空
無
性
、
虚
空
無
天
。『
見
外
白
宇
瑠
璃
』
一
「『
よ
き
結
縁
ぞ
』
と
て
、
こ
く
う

無
性
に
尊
が
り
」

*42 

大
阪
府
守
口
市
。
府
の
北
東
部
、
淀
河
左
岸
に
位
置
す
る
。
東
海
道
守
口
の
宿
が
あ
っ
た
。

*43 

大
阪
市
四
條
畷
市
。
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、
生
駒
山
地
か
ら
北
部
は
枚
方
山
地
。

*44 

大
阪
府
枚
方
市
。
琵
琶
湖
か
ら
大
阪
湾
に
至
る
中
央
低
地
。

*45 

大
阪
府
、
旧
北
河
内
郡
蹉
跎
村
。
現
在
の
枚
方
市
の
南
西
部
。
蹉
跎
神
社
（
枚
方
市
）
は
蹉
跎
天
満
宮

と
も
い
わ
れ
る
。

*46 

京
都
府
八
幡
市
八
幡
高
坊
、
男
山
に
あ
る
神
社
。
旧
官
幣
大
社
。
皇
室
の
宗
廟
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
。

*47 

小
野
郷
村
（
現
北
区
）
の
桟
敷
ヶ
嶽
を
水
源
と
し
て
、
愛
宕
山
の
東
麓
か
ら
保
津
川
（
桂
川
）
に
注
ぐ
川
。

*48 

清
瀧
神
社
。『
愛
宕
山
白
雲
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
大
宝
年
中
、
役
小
角
と
雲
遍
上
人
が
山
に
登
り
、

清
瀧
に
至
っ
た
と
き
地
蔵
、
龍
樹
、
富
楼
那
、
毘
沙
門
（
あ
る
い
は
愛
染
明
王
を
加
え
五
仏
）
が
現
れ

光
を
放
っ
た
。
ま
た
大
杉
の
上
に
天
竺
の
大
夫
日
羅
、
唐
土
の
大
夫
善
界
、
日
本
の
太
郎
房
が
出
現
し
、

山
の
守
護
を
宣
し
た
。
そ
の
た
め
小
角
、
雲
遍
は
杉
樹
を
清
瀧
四
所
明
神
と
し
て
千
手
観
音
を
安
置
し

た
と
い
う
。
な
お
龍
神
を
教
化
す
る
逸
話
は
能
『
愛
宕
空
也
』
に
通
じ
る
。

*49 

新
田
忠
常
が
大
猪
に
飛
び
乗
る
描
写
を
ふ
ま
え
る
か
。『
曾
我
物
語
』巻
八「
避
く
べ
き
隙
も
な
け
れ
ば
、

忠
経
力
及
ば
ず
、
猪
に
逆
に
ぞ
乗
つ
た
り
け
る
。
手
綱
も
な
け
れ
ば
、
猪
の
尾
を
手
綱
と
し
て
三
町
ば

か
り
ぞ
あ
が
か
せ
け
る
。」

*50 

猪
に
乗
る
勝
軍
地
蔵
像
は
、
同
じ
く
軍
神
で
あ
る
摩
利
支
天
と
の
混
交
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
か
と
思
わ

れ
る
。『
子
や
す
物
語
』「
あ
る
と
き
は
い
く
さ
か
み
（
軍
神
）
と
な
つ
て
は
し
ら
い
（
白
猪
）
に
の
り
」

*51 

若
月
保
雄
は
「
は
ん
ぞ
く
王
」
と
す
る
。
班
足
王
は
『
賢
愚
経
』、
お
伽
草
子
『
玉
藻
の
前
』
な
ど
に

登
場
す
る
天
竺
の
王
。

*52
『
日
本
書
紀
』
敏
達
天
皇
十
二
年
に
、「
時
日
羅
身
光
有
如
火
焔
。
由
是
徳
爾
等
恐
而
不
殺
。」
と
あ
り
、

日
羅
が
光
を
放
つ
こ
と
炎
の
よ
う
で
あ
っ
た
た
め
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
徳
爾
ら
が
怖
れ
た
と
い
う
。
炎

の
よ
う
に
光
を
放
つ
と
い
う
表
現
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
そ
の
他
で
も
あ
ら
わ
れ
、
日
羅
の
異
人
性
を

示
す
特
徴
。

*53 

ひ
っ
そ
り
に
同
じ
。浄
瑠
璃『
四
天
王
最
後
』四「
つ
ぎ
の
ま
に
入
、
ひ
っ
そ
と
な
り
を
し
づ
め
た
る
所
に
」

*54 

煩
悩
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
凡
夫
の
身
。

*55 

唐
の
天
狗
。『
是
害
房
絵
』
で
は
大
唐
の
天
狗
の
首
領
仏
法
障
碍
の
た
め
来
日
す
る
が
比
叡
山
の
高
僧

に
撃
退
さ
れ
た
と
い
う
。『
是
害
房
絵
』
に
も
と
づ
く
能
「
善
界
」（
是
我
意
）
が
あ
る
。
久
留
島
元
「
天

狗
説
話
の
展
開
―
「
愛
宕
」
と
「
是
害
坊
」
―
」『
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
国
際
集
会
45
　
怪
異
・

妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
ウ
チ
と
ソ
ト
の
視
点
か
ら
』
二
〇
一
五
年
一
月
。


